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午前九時〇〇分開議 

○議長（繁田拓治君） おはようございます。 

 ただいまの出席議員数は１０人です。定足数に達していますので、これから本日の会議

を開きます。 

 本日の日程は、お手元に配付のとおりです。 

 日程第１ 議案第１３号 令和７年度美浜町一般会計予算についてを議題とします。 

 なお、一般会計予算の細部説明及び質疑につきましては、ページ範囲を指定して行いた

いと思います。 

 まず、「第１表 歳入歳出予算」「第２表 債務負担行為」「第３表 地方債」、歳入

歳出予算事項別明細書及び歳入第１款町税から第１３款使用料及び手数料について細部説

明を求めます。 

 予算書の１ページから２４ページまでです。総務課長。 

○総務課長（中村幸嗣君） おはようございます。 

 議案第１３号 令和７年度美浜町一般会計予算について、細部説明を申し上げます。 

 令和７年度歳入歳出予算の総額は４６億９０，２４２千円で、前年度の当初予算と比較

いたしますと、６億２３，７７７千円の増加、率にして１５．３％の増でございます。 

 ６ページの第２表 債務負担行為は、男女共同参画計画委託業務、電子決裁システム保

守料、給与システム使用料、人事管理システム使用料、情報系ＰＣリース料、松原高台監

視カメラ借上料、上田井地区高台監視カメラ借上料について、令和８年度以降必要となる

金額を限度額としてお願いするものでございます。 

 ７ページの第３表 地方債は、令和７年度実施の事業のうち起債を充当するものについ

て、借入れ限度額などを定めるものでございます。 

 それでは、歳入から各科目について、主なものをご説明申し上げます。 

 １１ページから２４ページまでの歳入、町税から使用料及び手数料についてご説明申し

上げます。 

 １１ページの町税、町民税は２億８５，２０１千円、対前年度比１１，４００千円の増

額、４．２％の増でございます。個人分が２億７１，７００千円、法人分は１３，５０１

千円、前年度と同額を見込んでございます。 

 固定資産税は２億３０，４９９千円、対前年度比２，３３３千円の増額、１％の増でご

ざいます。 

 軽自動車税は２９，０００千円、対前年度比４００千円の増額、１．４％の増でござい

ます。内訳は、環境性能割１，０００千円、種別割２８，０００千円でございます。 

 １３ページのたばこ税は３１，２００千円で、対前年度比４，８００千円の増額、１８．２％

の増でございます。 

 町税の合計は５億７５，９００千円、対前年度比１８，９３３千円の増額で、３．４％

の増、予算全体に占める割合は１２．３％でございます。 
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 地方譲与税、地方揮発油譲与税は４，０００千円、自動車重量譲与税は１４，０００千

円で、前年度実績及び地方財政計画を勘案し、計上してございます。 

 森林環境譲与税は１，２７５千円でございます。地方譲与税の合計は１９，２７５千円

で、歳入予算全体に占める割合は０．４％でございます。 

 利子割交付金は７００千円でございます。対前年度実績及び地方財政計画を勘案し、計

上してございます。 

 １５ページの配当割交付金は５，０００千円、対前年度比２，０００千円の増額でござ

います。 

 株式等譲渡所得割交付金は２，０００千円でございます。 

 法人事業税交付金は７，０００千円でございます。和歌山県からの通知により予算計上

してございます。 

 地方消費税交付金は１億４５，０００千円で、対前年度比１０，０００千円の増額で、

歳入予算全体に占める割合は３．１％でございます。前年度実績及び地方財政計画等を勘

案し、計上してございます。 

 環境性能割交付金は２，０００千円で、対前年度比１，０００千円の減額でございます。

前年度実績及び地方財政計画等を勘案し、計上してございます。 

 １７ページの地方特例交付金は３，０００千円で、対前年度比２５，９００千円の減額

でございます。減額の理由は、定額減税減収補塡特例交付金の皆減によるものでございま

す。 

 地方交付税は１６億５２，４３８千円、対前年度比３９，９４２千円の増額、率にして

２．５％の増でございます。前年度実績及び地方財政計画等を勘案し、計上してございま

す。地方交付税の歳入予算全体に占める割合は３５．２％でございます。 

 交通安全対策特別交付金は６００千円で、前年と同額でございます。 

 分担金及び負担金、分担金は２２７千円でございます。 

 農林水産業費分担金１１５千円は、吉原水利組合からの分担金でございます。 

 土木費分担金１１２千円は、小規模土砂災害対策事業分担金でございます。 

 １９ページの負担金は３２，４５７千円で、対前年度比４，９６４千円の増額でござい

ます。 

 民生費負担金１２，６１９千円は、社会福祉費負担金４，４８３千円、児童福祉費負担

金８，１３６千円でございます。 

 教育費負担金は１９，８３８千円で、こども園費負担金は１５，８６７千円、学校給食

費負担金３，９６１千円、滞納繰越分は１０千円でございます。 

 分担金及び負担金の合計は３２，６８４千円、対前年度比４，９０１千円の増額、歳入

予算全体に占める割合は０．７％でございます。 

 使用料及び手数料、使用料は２２，９１６千円で、対前年度比２，１３５千円の増額で

ございます。 
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 衛生使用料４，１６５千円は、斎場や墓地の使用料でございます。 

 土木使用料１０，４４１千円は公営住宅使用料、教育使用料１，３０９千円は公民館等

の公共施設やひまわりこども園のバスの使用料でございます。 

 ２１ページの商工使用料７，００１千円は、キャンプ場使用料でございます。 

 手数料は２０，９６７千円で、対前年度比２９２千円の減額でございます。 

 総務手数料２，２８２千円は、徴税関係手数料や窓口手数料と新たにコンビニ交付手数

料がございます。 

 衛生手数料１８，６４９千円は、清掃手数料や畜犬登録手数料でございます。 

 ２３ページの土木手数料３６千円は、屋外広告物許可申請手数料でございます。 

 使用料及び手数料の合計は４３，８８３千円、対前年度比１，８４３千円の増額、歳入

予算全体に占める割合は０．９％でございます。 

 以上が町税から使用料及び手数料についてでございます。よろしくご審議賜りますよう

お願い申し上げます。 

○議長（繁田拓治君） これから質疑を行います。９番、谷進介議員。 

○９番（谷進介君） ９番。町税と配当割やら利子何たらというのは押しなべて対前年で

すね増額ですが、説明では前年実績と地方財政計画云々と。それのとおり、ざくっとした

感覚として令和７年度は６年度よりも景気がよくなった、よくなるであろう、そういうふ

うなことから、こんなふうな増額の計上というふうに理解していいのかどうか。 

 それと、２０ページの分担金及び負担金のところですが、こども園のところ、こども園

保育料、それと保育所運営費、何かこれ、前年と大幅に減ったり増えたりということです

が、少しこのあたり説明していただけますか。 

○議長（繁田拓治君） 税務課長。 

○税務課長（浦真彰君） 谷議員にお答えします。 

 町税につきましてですけれども、町民税につきまして１１，４００千円の増額というこ

とで、こちらにつきましては、令和６年度ですね、定額減税がございまして、その減額の

分がちょっと増額ということになっているんですけれども、昨年度は定額減税が７月の時

点で２３，０００千ということで減税があったんですけれども、この１月の調定額を見ま

すと、少しそれ以上に減額しているということで、今年度は１１，４００千円の増額とい

うふうにさせていただいております。 

 もう一つ、たばこ税なんですけれども、４，８００千円の増額ということで、かなり増

額になっているんですけれども、こちらにつきましては、令和６年度にコンビニエンスス

トアローソンさん、１軒店舗が増えまして、それが増額の要因と考えてございます。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） 総務課長。 

○総務課長（中村幸嗣君） 配当割交付金についていでございます。今の関連にもなろう

かと思いますが、県民税の配当割になります。６年度から７年度は１８．４％の増という
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ことで、これは地方財政計画の増によるものでの算出となってございます。ということで、

７年度の収入見込みが１８．４％の増という見込みから、昨年度からの増額ということに

なってございます。 

○議長（繁田拓治君） 教育課長。 

○教育課長（河合恭生君） ２０ページですねのこども園の関係の負担金でございます。 

 まず、保育所運営費１０，３３９千円を令和７年度で予算化しているところでございま

す。ちなみに、昨年度の当初予算では３，６２７千円でございました。大きく増というと

ころでございます。 

 この保育所運営費、よその自治体さんの子どもさんがひまわりこども園に通っている。

それに対するひまわりこども園でかかる費用をそれぞれの自治体から頂戴するというもの

でございます。１０，３３９千円でございますけれども、日高川町さんから２歳児２名、御

坊市さんから３歳児１名、１歳児１名の合計２名、日高町さんから３歳児２名、２歳児２

名、１歳児２名の合計６名ということで、１０名分の方のいわゆる費用として１０，３３９

千円でございます。 

 ちなみに、昨年度の３，６２７千円と申しますのは、日高川町さんから１歳児１名の１

名、日高町さんからは５歳児１名、２歳児１名、１歳児１名の合計３名、いわゆる４名と

今年度は１０名、その差というところでございます。 

 続きまして、同じく２０ページのこども園の保育料でございます。こども園の保育料に

つきましては、令和７年度３，２２０千円を計上しているところでございます。昨年度に

つきましては５，５３１千円でございました。 

 このあたりはですね、それぞれ令和７年度、ゼロ歳児が１名、１歳児が３名、２歳児が

９名の合計１３名の想定で計上しているところでございます。ちなみに、昨年度におきま

しては、ゼロ歳児がゼロ名、１歳児が９名、２歳児１１名の合計２０名での積算というと

ころで、今年度はそういった形でひまわりこども園の園児数が少ないというところの結果

でございます。 

 以上でございます。 

○議長（繁田拓治君） ほか、ないですか。 

○議員 「ありません」 

○議長（繁田拓治君） そしたら、次に第１４款国庫支出金から第２１款町債について細

部説明を求めます。 

 予算書の２３ページから４０ページまでです。総務課長。 

○総務課長（中村幸嗣君） 次に、２３ページから４０ページまでの歳入、国庫支出金か

ら町債についてご説明申し上げます。 

 ２３ページの国庫支出金、国庫負担金は２億４０，７３３千円で、対前年度比３１，２８３

千円の増額でございます。民生費国庫負担金、社会福祉費負担金は、障害者自立支援給付

費等負担金９４，２５０千円、児童福祉費負担金は、児童手当負担金８１，３８２千円、
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子どものための教育・保育給付費国庫負担金３５，９８０千円でございます。 

 国庫補助金は１億８５，０８９千円で、対前年度比２，０５５千円の減額でございます。 

 農林水産業費国庫補助金８９１千円は、農業委員会交付金でございます。 

 土木費国庫補助金１４，０００千円は、内水浸水リスクマネジメント推進事業８，０００

千円、公営住宅等ストック総合改善事業６，０００千円でございます。 

 教育費国庫補助金１６，１６３千円は、小学校費補助金２５０千円、事務局費補助金は

公立学校情報機器整備事業費補助金１５，９１３千円でございます。 

 ２５ページの商工費国庫補助金、観光費補助金は、１市６町の広域連携及び官民協働の

御坊日高教育旅行誘致協議会に係る新しい地方経済・生活環境創生交付金１５０千円でご

ざいます。 

 民生費国庫補助金３０，８１６千円は、社会福祉費補助金は地域生活支援事業費補助金

９，６２９千円、児童福祉費補助金２０，５３０千円は子ども・子育て支援交付金でござ

います。 

 総務費国庫補助金１億６，５３０千円は、電子計算費補助金、デジタル基盤改革支援補

助金５５，７１０千円は、基幹系システムと戸籍総合システムの標準化対応に伴う補助金

でございます。新しい地方経済・生活環境創生交付金８，６３５千円は、コンビニ交付シ

ステム導入等に要する費用の補助金で、補助率は５０％でございます。 

 戸籍住民基本台帳費補助金、社会保障・税番号制度システム整備費補助金は、戸籍へ

の振り仮名対応に係る補助金でございます。物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金

３４，２１３千円は、エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響を受けた生活者や事業

者に対し、支援を行うための交付金で、交付金を活用して第５弾みはま応援商品券を配付

いたします。 

 衛生費国庫補助金５，５８０千円は、疾病予防対策事業費等補助金９８１千円は、特定

個人情報改版に伴う健康管理システム改修等でございます。保健衛生費補助金４，０１９

千円は、妊婦支援給付金に対して１００％補助の妊婦のための支援給付交付金でございま

す。 

 消防費国庫補助金１０，９５９千円は、空き家対策総合支援事業補助金と、令和７年度

から住宅耐震化促進事業を措置いたします。 

 ２７ページの国庫委託金は１１，５５１千円でございます。 

 総務費国庫委託金９，０１３千円は、参議院議員選挙委託金でございます。 

 民生費国庫委託金２，４３８千円は、国民年金事務費委託金でございます。 

 農林水産業費委託金１００千円は、施設区域取得等事務地方公共団体委託費でございま

す。 

 国庫支出金の合計は４億３７，３７３千円、対前年度比３８，２９４千円の増額、歳入

予算全体に占める割合は９．３％でございます。 

 県支出金、県負担金は１億３９，３０２千円でございます。 
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 民生費県負担金１億３９，３０２千円は、社会福祉費負担金では、国民健康保険保険基

盤安定負担金２８，１５３千円、後期高齢者医療保険基盤安定負担金２６，６８２千円、

障害者自立支援給付費等負担金４７，１２５千円、児童福祉費負担金では、児童手当負担

金９，９１８千円、子どものための教育・保育給付費県費負担金１５，４７８千円でござ

います。 

 県補助金は１億４，１２７千円でございます。 

 総務費県補助金３，２４４千円は、和歌山県移住支援事業補助金でございます。 

 ２９ページの民生費県補助金４４，３５４千円は、医療、介護をはじめとする社会福祉

及び児童福祉に関する補助金でございます。 

 衛生費補助金２，６２８千円は、各種検診に係る補助金や児童虐待防止対策等総合支援

事業費補助金や合併浄化槽設置に係る補助金がございます。 

 農林水産業費県補助金３５，０６０千円は、農業費補助金は５，２２５千円で、鳥獣害

対策や農業振興事業に係る補助金でございます。 

 林業費補助金は１７，４３５千円で、保安林の松くい虫防除事業の補助金でございます。 

 水産業費補助金２，４００千円は、三尾漁港海岸漂着物等地域対策推進事業でございま

す。 

 教育費県補助金１１，３４４千円は、人権啓発市町村助成事業や子どもの居場所づくり

推進事業、中学校費補助金では、紀の国緑育推進事業に取り組むための補助金と部活動指

導員を雇用するための運動部活動推進事業補助金、３２ページの保健体育総務費補助金は、

和歌山県市町村ジュニア駅伝競走大会開催事業補助金でございます。学校給食施設費補助

金は、和歌山県公立学校給食費無償化事業補助金９，６３９千円でございます。 

 移譲事務市町村交付金は１４５千円でございます。 

 消防費県補助金７，３５２千円は、わかやま防災力パワーアップ補助金は、各地区自主

防災会の運営費や感震ブレーカー設置等の補助金と住宅耐震化促進事業でございます。 

 県委託金は１４，９２６千円でございます。県民の友配布委託や県民税徴収委託、国勢

調査に係る委託金でございます。 

 県支出金の合計は２億５８，３５５千円、対前年度比１７，１４１千円の増額、歳入予

算全体に占める割合は５．５％でございます。 

 財産収入、財産運用収入は５，８０１千円でございます。各種基金の利子及び配当金と

３３ページの財産貸付収入は借地料でございます。財産収入の合計は５，８０１千円、対

前年度比３，１７６千円の増額、歳入予算全体に占める割合は０．１％でございます。 

 寄附金は、ふるさと納税寄附金で、対前年度比２億円増額の６億円を見込んでございま

す。歳入予算全体に占める割合は１２．８％でございます。 

 繰入金、特別会計繰入金は６，２４５千円で、後期高齢者特別会計からの繰入金でござ

います。 

 基金繰入金は４億６２，９３７千円でございます。財政調整基金繰入金は４億５０，０００
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千円で前年度比１億５０，０００千円の増額、減債基金繰入金は１２，２０１千円、３５

ページの水と土保全基金繰入金は１６千円、森林環境譲与税活用基金繰入金は２２０千円、

大原俊樹蔵書基金繰入金は５００千円でございます。 

 繰入金の合計は４億６９，１８２千円、対前年度比１億５４，２９３千円の増額で、歳

入予算全体に占める割合は１０％でございます。 

 繰越金７０，０００千円は前年度と同額を計上してございます。歳入予算全体に占める

割合は１．５％でございます。 

 諸収入、延滞金加算金及び過料は５００千円、預金利子は１００千円でございます。 

 ３７ページの雑入は１０，６５１千円でございます。コミュニティ助成事業２，５００

千円、宝くじの売上げが配分される県市町村振興協会市町村交付金４，０００千円、高齢

者の保健事業と介護予防の一体的事業５，３７４千円は、和歌山県後期高齢者医療広域連

合から交付される交付金でございます。弁償金は行政代執行費用徴収金滞納繰越分でござ

います。 

 諸収入の合計は２１，２５１千円、対前年度比７６５千円の増額で、歳入予算全体に占

める割合は０．５％でございます。 

 町債は、交付税措置のある有利な起債を利用した予算編成となってございます。 

 消防債、緊急防災・減災事業債２億６６，６００千円は、消防団消防車両更新事業、消

防団消防車庫新築事業、ひまわりこども園避難階段新設事業、災害対策倉庫新築事業、小

学校スロープ新設事業、防災行政無線同報系システム機能強化事業、防災行政無線連携負

担金、Ｊアラート受信機更新事業に対して充当率１００％、過疎対策事業債２５，０００

千円は、防火水槽更新事業に対して充当率１００％でございます。 

 教育債、緊急防災・減災事業債４，１００千円は、松洋中学校武道場空調設備設置事業

に対して充当率１００％でございます。過疎対策事業債１０，０００千円は、給食費無償

化事業に対して充当率１００％でございます。 

 ３９ページの農林水産業債、過疎対策事業債１４，１００千円は、野菜花き産地強化事

業、水産加工販売施設整備事業に対して充当率１００％でございます。 

 民生債、過疎対策事業債１９，０００千円は、乳幼児・子ども医療費助成事業に対して

充当率１００％でございます。 

 町債の合計は３億３８，８００千円、対前年度比１億５７，８００千円の増額で、歳入

予算全体に占める割合は７．２％でございます。 

 以上が歳入についてでございます。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（繁田拓治君） これから質疑を行います。９番、谷進介議員。 

○９番（谷進介君） ちょっとページは失念しましたけれども、コンビニでの証明書の交

付云々で、何か５０％の補助だったかな、であったと思うんですけど、この支出金か補助

金か負担金、これは令和７年度からのものなんですか。それとも今まであった話なのかど

うか。 
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 それと、３８ページ、雑入のところです。子ども活動支援金って、初めて見るので、何

なのかというのと、その下、滞納繰越分、しれっと全く前年と同額の計上でありますが、

このあたり少しご説明を願いたい。 

○議長（繁田拓治君） 総務課長。 

○総務課長（中村幸嗣君） お答えします。 

 コンビニ交付の補助金につきましては、今年度の２分の１の補助金、コンビニ交付の歳

出に対する２分の１の補助金でございます。 

○議長（繁田拓治君） 防災まちづくりみらい課長。 

○防災まちづくりみらい課長（北村卓也君） 谷進介議員にお答えいたします。 

 ３７ページ、８ページの行政代執行費用徴収金の滞納繰越分についてでございます。こ

れにつきましては、空家等対策の推進に関する特別措置法に基づきまして、令和５年の８

月１１日に着工いたしました行政代執行に要した費用でございます。 

 代執行後ですね、ご本人様と何とか連絡が取れないかなあと思っておったところなんで

すけれども、それと、いろんな調査を行ったところでございますけれども、何分なかなか

お会いできていないのが現状でございまして、今回、滞納繰越分として令和７年度の当初

ということで引き続き計上をさせていただいたということでございます。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） 教育課長。 

○教育課長（河合恭生君） 雑入の子ども活動支援金でございます。 

 私ども教育委員会も初めてでございました。和田小学校のほうから遊具を設置してほし

いと、何か財源がないものかということで、インターネットを検索していたところ、偶然

ヒットした案件でございました。 

 公益財団法人ライフスポーツ財団さんがやっているものでございます。 

 趣旨、ちょっと朗読させていただきますと、「子どもたちが身体を動かす機会が減少傾

向にあります。そのような状況の中、子どもたちの健全な心身の発達に資することを目的

に、幼少児期からの遊びを通じた運動習慣及びきっかけづくり、それら機会の創出や環境

整備等に関する経費を支援します。」というところでございます。 

 支援金の額については一律１，０００千円でございます。条件といたしましては、遊具

とかいろんなものがあるんですけれども、基本１，０００千円以上の予算をもって行われ

るものに対しまして１，０００千円を頂けるというところでございます。 

 この公益財団法人ライフスポーツ財団ですけれども、母体は首都圏や近畿圏でスーパー

を展開しておられますライフコーポレーションさんでございます。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） ９番、谷進介議員。 

○９番（谷進介君） ちょっと私の質問の仕方が悪かったのか、コンビニ交付の補助金で

すね、令和７年度かそういうのではなくて、その制度自体は、その補助金は令和６年度、
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例えば令和５年度からもうずっとあったのかということを聞きたかった。うちの申請はそ

うだと思いますけれども、そういうのがあったのかどうかと。 

 それと、行政代執行の繰越しですか、いまだ会えてないというのは、ちょっと答弁を聞

いてびっくりしましたが、財産がないとか、全く行方不明であるとか、そういうことなの

かなと思いましたが、いまだ会えてないというような答弁だったら、言い方は悪いですが、

何をしているんだというような話になると思いますが、一般的にですよ。そのあたり、今

年度はこうするとかっていうのを少しお聞きしたい。 

 それと、最後に聞きました公益財団法人の件、なかなか国・県以外から補助金をもらっ

て事業をするというのは、自分の意見を言うと怒られますが、すごくいい話だと思います

ので、これはもう当然、各課横断的に横への展開をしていくべきだと思いますけれども、

その辺、財政担当者なり、そのあたりご意見あればお伺いしたい。 

○議長（繁田拓治君） 総務課長。 

○総務課長（中村幸嗣君） コンビニ交付の補助金についてでございます。 

 前年、前々年度以前からも補助金はございました。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） 防災まちづくりみらい課長。 

○防災まちづくりみらい課長（北村卓也君） 谷進介議員にお答えいたします。 

 行政代執行の件でございます。令和６年度に関しましては、もろもろの調査をしたとこ

ろなんですけれども、なかなかご本人に会えていないのが現状でございます。令和７年度

につきましては、もちろん何とかですねご本人、相手方もおられますので、何とか会える

よう努力したいというふうに考えます。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） 総務課長。 

○総務課長（中村幸嗣君） 民間さんからの補助金の確保の件でございます。 

 当然、予算執行の際については、財源の確保を念頭に置きまして事業申請をしてござい

ます。今回の民間さんについても、アンテナを張ってですね、そういった情報を入れた結

果の予算の確保であったと思います。 

 今後も、このようなよりアンテナを張って、そういった財源の確保に努めたいと思いま

す。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） １０番、鈴川議員。 

○１０番（鈴川基次君） ３４ページ、ふるさと納税寄附金、一応６億計上しています。

去年もおととしも、たしか４億だったと思うんで、２億追加したわけです。取りあえずと

いうことだと僕は思うんです。 

 というのは、去年、おととしは４億に対して１０億１０，０００千ほどあった。ほたら、

今年に関しても、前の前の補正で１２億５０，０００千と現在実績があるわけです。そう
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いう中で、今年は取りあえず６億。 

 一応、ふるさと納税が伸びることによって、今回、教育施設が３億円積めたのも、やっ

ぱり好調だったからやと思うんです。そういう意味で、今年はこう立てたんですけれども、

目標としての額ね、あくまで目標でいいですから、どういうことで臨んでいくかどうかお

聞きします。 

○議長（繁田拓治君） 防災まちづくりみらい課長。 

○防災まちづくりみらい課長（北村卓也君） 鈴川議員にお答えいたします。 

 ふるさと納税の予算の６億についてでございます。 

 今回、例年ですね、当初予算では４億円というような数字を計上させていただいてござ

いました。もちろん、それ以上の寄附をいただけたのは事実でございますけれども、本年

度６億を計上させていただいたというのはですね、実は本年のですね１０月にまた改正が

ございます。要は、寄附に対するですねポイントの廃止というのが、この１０月から行わ

れます。それに伴いまして、これは推測でございますけれども、２年前もですね６割から

ですね５割というような改正がございまして、９月に駆け込みというのがありまして、そ

の当時、４億当町で入ってきてございます。 

 そういうことを加味しまして、ポイントの廃止というのが１０月からまた施行されます

ので、令和７年度におきましても９月に駆け込みがあるのではないかというふうに当課で

は推測してございます。それに基づきまして、２年前の寄附金の数値を考慮しまして、６

億というような数字で予算計上をさせていただいたと、こういうことでございます。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） １０番、鈴川議員。 

○１０番（鈴川基次君） それは一応６億ちゅうたら分かるんですけど、あくまで今年度

の７年度の目標として、このぐらい目指しているということ。なかなか言いにくいことだ

と思うんですけれども、あくまで目標としてどのぐらい考えているかということです。 

○議長（繁田拓治君） 防災まちづくりみらい課長。 

○防災まちづくりみらい課長（北村卓也君） 鈴川議員にお答えいたします。 

 大変申し訳ありません。ここ数年ですね、好調ということで、寄附を頂戴しているとこ

ろでございます。令和７年度につきましても、より一人でも多くですね当町に寄附をいた

だけるように頑張っていけたらなと思います。 

 数字につきましては、ちょっと今のところはですね控えさせていただけたらなと思いま

すので、精いっぱい頑張りたいというふうに考えます。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） ６番、碓井議員。 

○６番（碓井啓介君） 先ほど谷進介議員のおっしゃっていた行政代執行の件なんですけ

れども、していただいたのは確かに大変ありがたかったと思いますし、周りの環境のこと

とか考えて、ありがたかったと思います。 
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 その代執行するに当たっての議会の中で、当事者の方、財産はあるということで、それ

と、これを支払われなかったらどうするかというところで、国税と同じような形なので、

支払っていただきますというような形だということをお伺いしています。 

 去年、今年の話なんで、５年、６年ですよね。今度７年になってくるという話なんで、

時期尚早なのかなとは思いますが、最終的にはしっかり徴収しに行くという覚悟を持って

やっていただいていると思いますが、その辺どうでしょうか。 

○議長（繁田拓治君） 防災まちづくりみらい課長。 

○防災まちづくりみらい課長（北村卓也君） 碓井議員にお答えいたします。 

 もちろんですね行政代執行を行いましたので、もちろん税金でございますので、一円で

も多くですね、もちろん全額回収に向けてですね、精いっぱい取り組んでまいりたいとい

うふうに考えてございます。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） ２番、龍神議員。 

○２番（龍神初美君） 今の関連です。この滞納って、いつまでもずっとずーっと１０年、

１５年とずーっと、この人に、滞納をお願いしますと言うていけるんですか。なんか期限

があるんかというか、なんか落とすというか、あれ何ていう言葉だったかちょっと忘れて

しまいましたが、そういうのってないんですか。 

○議長（繁田拓治君） 防災まちづくりみらい課長。 

○防災まちづくりみらい課長（北村卓也君） 龍神議員にお答えいたします。 

 時効の件かなというふうに思います。時効につきましては、地方自治法とですね地方税

法に、そういう消滅時効というような項目がございます。それでいきますと、これを行使

できる期間がですね５年間というようなことになってございます。詳しいところまでは調

査はできておりませんけれども、法に基づきましたら５年になるのかなというふうに考え

てございます。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） ８番、古山議員。 

○８番（古山経生君） すみません、ちょっとふるさと納税に対して教えていただきたい

んですけど、ふるさと納税は大体８割はミカンって多分記憶しているんですけど、あとの

２割なんですが、２割の順番というのを、大体ミカン以外でどれだけ、どれだけていう内

訳をちょっと教えていただきたいんと、金額はどれぐらいなんかをちょっと教えていただ

きたいです。 

○議長（繁田拓治君） 防災まちづくりみらい課長。 

○防災まちづくりみらい課長（北村卓也君） 古山議員にお答えいたします。 

 ふるさとの納税の返礼品ということでございます。 

 ミカンにつきましては、もちろん８割程度ということで寄附をいただいてございます。

それから、２番目につきましては、これは５年度の実績にはなるんですけれども、桃でご



令和７年美浜町議会第１回定例会（第４日） 

 

 

 
114 

ざいます。それから３番目が米油というような状況でございまして、件数はですね、ミカ

ンにつきましては、昨年は８万件ほど、それから桃につきましては７，０００件程度、そ

れから米油につきましては約３，５００件程度ということでございます。 

 金額につきましては、申し訳ありません、その詳細は出てございません。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） ２番、龍神議員。 

○２番（龍神初美君） はい、２番。４０ページの農林水産業債のところの過疎対策事業

債のところの野菜花き産地強化事業の８，９００千なんですけれども、過疎対策事業のこ

ういうのってちょっと初めてのように思うので、どういう事業に対しての過疎債を使うん

か、ちょっと教えていただきたいと思います。 

○議長（繁田拓治君） 農林水産建設課長。 

○農林水産建設課長（大星好史君） お答えします。 

 今回ですね、和歌山県のほうの事業の関係で、野菜花き産地強化事業というふうに変わ

ったんですけれども、これはもともと野菜花き産地パワーアップ補助金ていうふうな事業

で、ここ数年、継続してまいりました。それに対してですね、県から補助金はいただける

んですけれども、美浜町は同じくですね県の採択事業に対して補助金の残２分の１を補助

しております。その財源としてですね過疎対策事業債を使うと、充当するということでご

ざいます。 

○議長（繁田拓治君） ９番、谷進介議員。 

○９番（谷進介君） ９番。今のこの質疑は、第１表からずっと歳入のところまでですの

で、歳入というか、予算全体で、歳出の部分を言うわけではないですが、教育課さんのほ

うから、こういう補足資料が出てます。 

 この内容をどうこう言うんじゃないですよ。これにはもう当初から２億円近くの補正予

算の予定をここに明記されております。それは、財政担当者はご存じですよね。 

 そうなりますとね、支出があるということは、もちろんそれに見合った歳入を、歳入歳

出予算ですから、考えてしかるべきですよね。それは補正のところだというお話かも分か

りませんが、今やっているのは当初予算ですよね。それに出ている中にも億の単位の補正

を織り込まれているような予算書というか、今のこの審議というのも非常に納得し難いと

ころなんですけど、令和７年度の当初予算、令和７年度における支出、歳入歳出全てをて

いうのが町の予算というか、美浜町の執行機関たる執行、そのゆえんじゃないんですか。 

 そうなりますと、先ほど来、細部説明いただいていましたが、収入の割合が全予算の

何％、何％と言われても、今申し上げましたように２億円近くの補正をそもそももう予定

にあるんですからね。令和７年度にそれが上がるということは令和７年度の予算じゃない

ですか。これを当初予算に入れれば、その数億円を加味すれば、おのおの今ご説明いただ

いたパーセンテージが違ってきますよね。 

 議員になったときは、総計予算の原則、先議決主義であるとか、最少の額で最大の効果



令和７年美浜町議会第１回定例会（第４日） 

 

 

 
115 

であるとか、いろんな原則を守って美浜町は運営していると、そう高らかにご説明も聞き

ましたが、今のこのような今回の予算立てではね、そもそも今もういただいた説明してい

るパーセンテージが揺らぐわけですよ。これは私個人の意見ではなく客観的な事実でしょ

う、今回、４６億９千何がしに２億近く乗ってくればね。 

 だから、総計予算の原則とか、今、どんなに考えて、令和７年度はこういう事業をして

いこうとが、そこまで考えていらっしゃるんですか。そのあたり、ちょっと質問の範囲と

いうか、考え方が大きい話ですけども。 

 まず、ほたらこう聞こう。当初予算というのをどのようにお考えなんですか。 

○議長（繁田拓治君） 総務課長。 

○総務課長（中村幸嗣君） お答えします。 

 当初予算についての考え方については、当然、当該年度、今年であれば、令和７年度に

執行する事業、また見込まれる歳入等を総括して、町の当初予算として措置、計上してご

ざいます。まずは、今の１つ目の質問として、そういうことで、あとは最初に言われた

１２月の補正予算等としての資料についてですが、当然１２月の予算ということでありま

すので、当初予算には計上する予算ではございません。先ほどの細部説明等で予算に対す

る割合の説明をさせていただきましたが、当然、計上しておりませんので、その割合には

含まれるものではございません。 

 今後、１２月時においてですね、事前に町長査定というのもありますので、そういった

査定を踏まえた上で予算計上をしていくものでございます。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） ９番、谷進介議員。 

○９番（谷進介君） 課長、例えば、最初にね令和７年度における事業の歳出、歳入、そ

れを全て計上するのが当初予算だとおっしゃったじゃないですか。そこのところは何らそ

ごもないし、多分皆さん同じ意見というか、そういうことだろうと思いますが、１２月補

正に上がるのは令和７年度の予算と違うんですか。１２月でも６月でも９月でもいいです

けれども、１２月に補正予算を上げるから、それは当初予算じゃないって、それは令和７

年度における歳入歳出の予算じゃないんですか、１２月にかかわらず補正予算というのは。

おかしくないですか、今の答弁。私、解釈おかしいですか。 

 もう一遍言いますよ。令和７年度における事業での歳入歳出を全て計上するのが当初予

算だと。ここの関連に関しては何らそごがない。令和７年、今回ですわよ、１２月でも９

月でもいいですけれども、９月にもう補正予算をすると予定が出ている。例えば、令和９

年の補正予算というのは令和７年度の予算じゃないんですか。あなたが違うと言うたら、

そういうことじゃないですか。間違っていますか。 

 ９月だろうと１２月だろうと６月だろうと、その予算の補正は令和７年度の予算でしょ

う。聞いてる。説明してください。 

○議長（繁田拓治君） 総務課長。 
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○総務課長（中村幸嗣君） 議員おっしゃるとおり、私も答弁しましたが、今年度執行す

る予算というのは令和７年度予算ということにはなるんですが、それを補正予算というこ

とで今回計上させていただいておりますのは、令和７年度予算ではございますが、いわゆ

る当初予算ということで、年度当初に、その年度内に事業を執行する予算を計上させてい

ただいております。 

 そういうことから、今の予算については当初予算と、資料に書いておるものにつきまし

ては補正予算の予定としまして、こちらの資料に書いている次第でございます。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） ９番、谷進介議員。 

○９番（谷進介君） 全く理解できません、今の説明。ご自身で令和７年度の予算だとお

っしゃっているじゃないですか。緊急がとか、例えば人事異動とか、そういうので補正予

算、これは必要でしょう。だから、それを当初予算に入れない。これはもう物理的に入れ

られないんですよね。 

 でも、９月とか１２月にそんなふうにもう、明らかというのが、ほぼほぼ事業の内容も

予算も出てる。それが、先ほど来、言ったでしょう、令和７年度における事業の歳入歳出

を全て計上するのが当初予算ですよね。ご自身でおっしゃいましたよね。なのに、まだ何

か最後のほう、ふにゃふにゃって、論点破綻していますよ、明らかに。町長、はっきり答

弁いただけますか、その辺。それは何かまたございますか。 

○議長（繁田拓治君） しばらく休憩します。 

午前九時五十四分休憩 

   ―――・――― 

午前十時〇五分再開 

○議長（繁田拓治君） 再開します。総務課長。 

○総務課長（中村幸嗣君） 貴重なお時間いただきまして、大変申し訳ございませんでし

た。 

 先ほど来からの質問に対する答弁でございますが、今回のこの資料につきましては、ま

ずは今年度、当初予算にしております設計委託業務の成果による、その後の工事費等の予

算の資料でございます。 

 概算資料ということで、当然この設計委託業務についての成果によって今後の予算を計

上するもので、現時点では確定しているものではございませんので、まずは今の時点では

予算措置をしてございません。 

 以上のことで、あくまでもこういった概算の資料ということで、全体の事業をご説明さ

せていただく趣旨で、こういった資料を提出させていただいた次第でございます。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） 関連ないですか。２番、龍神議員。 

○２番（龍神初美君） ２番。ということは、今は確定してないですけれどもということ
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なんですけど、起債ですよね。多分ここ起債使うんですよね。 

 それで、私、地方債のところ、先ほどになって申し訳ないですけど、７ページの第３表

を見てますと、３億３８，８００千円出ていますよね。ほたら、償還金、一応今年は３億

２４，０００千円償還するように予定されてますね、今のところ。 

 それで、以前からもおっしゃっていました償還金内の起債を使うように努力するていう

のを、よく私、前に聞いたとき言われていましたので、これまあ、同じような値段になっ

てて、予算はそいでいいと思うんですけれども、ここっていうんは、やっぱりこれが今度

補正で出てくるていうことは、償還金内ではなくなってくるっていうところもあるのかな

って、ゆがんだ見方を私はしてたんですけど、その辺ですよね。ちょっとその辺からのち

ょっと考えをお聞かせください。 

○議長（繁田拓治君） 総務課長。 

○総務課長（中村幸嗣君） お答えします。 

 議員おっしゃるように、今回のこの今説明させていただきます松洋中学校の施設、外壁

等改修工事に係る予算については、起債の充当を見込んでございます。今現在も既に前年

度比より１億６０，０００千近くの増でございます。償還金内の起債をということでの予

算編成方針ではございますが、何分、今年度につきましては、いわゆる緊急防災・減災事

業債というのが全体のほぼほぼの予算を占めてございます。 

 この起債については、令和７年度が最終年度ということでもありますので、そういった

事情から、適債性のある事業につきましては、今年度でこの起債を活用して事業をしてい

くということから、この事業の起債というのが、今年度が大部分を占めた結果になりまし

たので、有利な起債を使うということから、基本的な考え方は償還金内の起債をというこ

とではあるんですが、少々超えてしまいましたが、そういった緊急防災・減災事業債が最

終年度を迎えるということが今回の要因となってございます。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） はい、関連。９番、谷進介議員。 

○９番（谷進介君） 今の課長の答弁は、要約したら、要はその償還金内の起債云々とい

うのを今年度は方針を変えた。いろんな諸般の事情が今説明ありましたけど、変えたとい

うことでよろしいんですか。 

 もしそうだったら、最初のときに、その予算を立てたときに、やっぱりそこは説明すべ

きだと一般的には考えられますが、どうですか。 

○議長（繁田拓治君） 総務課長。 

○総務課長（中村幸嗣君） 基本的な考え方は、今年度の予算編成方針でもお示ししまし

たが、従来どおりの考え方でございます。 

 ただ、この起債については、繰り返しになりますが、有利な起債でございまして、近い

将来予定していることであれば、最終年度の今年度で活用しようという考えから、致し方

なくということにはなるんですが、こういった町債の予算となってしまいました。 
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 以上です。 

○議長（繁田拓治君） ９番、谷進介議員。 

○９番（谷進介君） 本来の予算の質疑ちゃいます。先ほど来から私が質問して、休憩を

取ってお考えいただいたのもそうですけれども、今の答弁は、要は今年度は変えたという

ことですよ、日本語的には。違いますか。 

 それを基本は変わらず、ほやけども、結局いろいろあって、こういうになってしまった

って、それは、だから今年度は特別に変えたと、なぜ言えないですか。日本語ではそうで

しょう。違いますか。 

 だから、その無意味な質疑、答弁そうやっているような気がするんですけれども、何で

普通に答えられないん。答えないの。 

○議長（繁田拓治君） 総務課長。 

○総務課長（中村幸嗣君） 議員おっしゃるようにですね、今年度については、起債の償

還額を超えてました。変えました。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） ８番、古山議員。 

○８番（古山経生君） ８番、古山です。２つほど、先ほどのあれを聞かしていただきた

いんですけど、初めに龍神副議長が言われたように、５年でもう時効になるというんは、

誰が５年と決めたんですか。 

 普通、商売とかをやっていたら、毎月、毎月、請求書、請求書を送ってたら、ずっと続

くんですけど、５年って決めるというんは、誰が５年でもう時効でいいですって。そんな

お金をやっといて５年でもういいですっていうんは、ちょっとおかしいんかなって思うの

と。それが１つ目の質問と、もう１つ目は、ふるさと納税なんですけど、先ほど教えても

らって、ミカン、桃、米油、美浜町のものって何か入っていますか。 

○議長（繁田拓治君） 防災まちづくりみらい課長。 

○防災まちづくりみらい課長（北村卓也君） 古山議員にお答えいたします。 

 まず、行政代執行の件になります。時効の項目というのがですね、地方自治法もしくは

地方税法に掲げてございましてですね、それに基づいて先ほど申し上げさせていただいた

ところでございます。 

 それから、ふるさと納税についてでございます。 

 美浜町のものはということでございますけれども、美浜町はですね、すいません、美浜

町の返礼品ということでございますけれども、キュウリであったり、漬け生シラスであっ

たりですね、胡蝶蘭であったりというようなものが、美浜町からの共通返礼品ということ

で出させていただいているというのが現状でございます。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） ４番、松下議員。 

○４番（松下太一君） ４番。ひまわりこども園の避難階段ですか、この事業、後でこれ
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歳出でもあるんですけれども、今ちょっと言わいてもらおうかなと思うんですけれども、

これ、昨年からかな、言わいてもうて、地区からも要望あって、やっていただけるんだと

思うんですけど、地域とのすり合わせというんかな、話合い、いろいろできているんかな

と思います。 

 私の耳にもいろいろ、南側からの階段とか、あと北側からも造ってくれとか、いろいろ

聞いているわけなんですけれども、そこらのすり合わせというんかな、やっていただけて

いるのか。 

 ともう一つ、和田小学校のスロープですね。これも、こういった避難施設というのは無

駄にはならないと思うんですけれども、この前の一般質問で、小学校の統合ございました

ね。和田小学校の跡地問題、跡地というんかな、校舎の問題というんもあると思うんです

けれども、そんな１年、２年でできるもんじゃないとは思うんですけれども、そこら役場

の中で、それもすり合わせできているんか。そこらをお聞きしたい。 

○議長（繁田拓治君） 防災まちづくりみらい課長。 

○防災まちづくりみらい課長（北村卓也君） 松下議員にお答えいたします。 

 まず、ひまわりこども園のですね避難階段の設置工事についてでございます。 

 確かに議員おっしゃるとおり、昨年ですね、地域とのすり合わせの機会があればですね

行ってほしいていうようなご質問を受けまして、私、そのような機会があれば、させてい

ただきますというような答弁をさせていただきました。 

 その後、本年度、その設計に際してですね、各地区の関係のですね区長さんにですね、

そういうようなお話をさせていただいて、ご意見等を賜ったというところでございます。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） スロープとか跡地は。スロープ、跡地。防災まちづくりみらい課

長。 

○防災まちづくりみらい課長（北村卓也君） 大変申し訳ありません。 

 すみません、もう一点、和田小、松小のですねスロープの件についてであります。 

 先般の一般質問でも、そういうような統合の跡地利用ということでご質問をいただいた

かと思います。そことのですねすり合わせということでございますけれども、そのあたり

はきちんとできているかと言われましたら、できていないのが現状でございます。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） ９番、谷進介議員。 

○９番（谷進介君） さっき関連で手を挙げたらよかったんですが、行政代執行のお金の

時効の件ですけど、税法上の時効というのはあれですけど、普通、時効というのは、時効

の援用、分かります、応援の援に用いるですね。援用は、受益者、つまり今回の場合でし

たら債務者、要は受けた方のほうが時効を援用して、もう時効だから払わないよと。払わ

なくてもいいんじゃないかというような話があると思うんで、こちら側、債権者側から、

もう時効で請求しませんって、そうなの。 
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 先ほど商取引の説明で、商取引は通常１年ですよね。請求書を出してるから、時効の継

続というか、延長の手続がなされているということで、出していくと。それもたしか何か

統合され、それはいいですけど、そんなふうに時効の延長の手続もまたないのか。損害賠

償とかでしたら３年なので、それで例えば自賠責への請求は延長の手続をしたりとかあり

ますが、そういう税法上とか、こういう形のちょっとご説明いただけますか。 

○議長（繁田拓治君） しばらく休憩します。 

 再開は１０時３５分。 

午前十時二〇分休憩 

   ―――・――― 

午前十時三十五分再開 

○議長（繁田拓治君） 再開します。防災まちづくりみらい課長。 

○防災まちづくりみらい課長（北村卓也君） 谷進介議員にお答えいたします。大変貴重

な時間、申し訳ございません。 

 先ほどの行政代執行の時効等の件についてでございますけれども、もろもろと調査を少

しさせていただいてですね、またお時間をいただいて、お示しをさせていただきたいとい

うふうに考えていますので、ご理解のほどよろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） ６番、碓井議員。 

○６番（碓井啓介君） ６番。この議案のところの質問という形で、ちょっとおかしいこ

とを言うかも分からないんですけれども、行政代執行の件なんですけれども、これでしっ

かり徴収できないというようなことにもしなったら、今後またこの行政代執行とかという

のに係る案件が出てきた場合に、なかなか今後のことが難しくなってくることもあると思

うので、しっかり徴収できるように頑張っていただきたいと思います。 

○議長（繁田拓治君） 防災まちづくりみらい課長。 

○防災まちづくりみらい課長（北村卓也君） 碓井議員にお答えいたします。 

 今議員おっしゃられましたように、今後もですね行政代執行等がございましたらですね、

やはりいろいろなことが出てございますので、しっかり担当課のほうで勉強した上でです

ね、今後進めていけたらなというふうに今考えているところでございます。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） 次に、歳出、第１款議会費から第２款総務費について細部説明を

求めます。 

 予算書の４１ページから６２ページまでです。総務課長。 

○総務課長（中村幸嗣君） 次に、歳出について、各科目において主なものをご説明申し

上げます。 

 ４１ページから６２ページまでの議会費と総務費についてご説明申し上げます。 

 ４１ページの議会費は６９，０９１千円、対前年度比２０５千円の減額でございます。
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議会費は、議員報酬や議員期末手当のほか、事務局職員の人件費や需用費等、議会活動に

要する経費を計上してございます。議会費の歳出予算全体に占める割合は１．５％でござ

います。 

 ４３ページの総務費、総務管理費は９億１１，９９７千円、対前年度比２億５０，２９３

千円の増額でございます。 

 一般管理費は、特別職の人件費、総務課、防災まちづくりみらい課、出納室の職員と会

計年度任用職員の人件費を計上してございます。 

 報償費は２２５千円、旅費２，０００千円、交際費は１，５００千円でございます。 

 需用費１２，０８３千円は、庁舎の光熱水費、管理に要する費用を計上してございます。 

 役務費は１２，３２０千円で、電話料、郵便料、職員健診でございます。 

 ４６ページの委託料は１２，７７６千円で、宿直業務、町バス運行業務、清掃委託料で

ございます。 

 使用料及び賃借料は９，２２０千円で、有料道路通行料、職員駐車場の借地料、庁舎照

明設備や空調設備の借上料でございます。 

 備品購入費５，１５０千円は、町長公用車の更新、負担金補助及び交付金は１３，９６８

千円で、退職手当負担金、町村会や職員研修協議会への負担金、消費生活相談員を共同設

置するための負担金でございます。 

 扶助費３００千円は、犯罪被害者等見舞金でございます。 

 公課費４９千円は、公用車の車検の際の重量税でございます。 

 文書広報費５，８２４千円は、広報みはまの発行経費や例規整備支援業務委託を計上し

てございます。 

 ４７ページの財産管理費１４，７４０千円は、庁舎及び各集会場の修繕費５，０００千

円、役務費は、建物火災保険と庁舎のエレベーターの保守料でございます。 

 委託料は、庁舎外壁調査委託業務、使用料及び賃借料は、新浜共同炊事場、浜ノ瀬住民

会館の借地料と固定資産台帳サービス利用料でございます。 

 企画費は３億７６５千円で、役務費でふるさと納税返礼及び事務手数料２億８６，３００

千円を計上してございます。 

 負担金補助及び交付金は、各種協議会への負担金でございます。 

 青少年対策費４，７９０千円は、広域青少年補導センターの負担金やドルフィンスイム

教室、スキー体験スクール等の活動に伴う補助金でございます。 

 ４９ページの公害対策費１，５８８千円は、西川、和田川の水質分析や地球温暖化対策

実行計画点検・評価業務でございます。 

 交通安全対策費２，５５４千円は、交通指導員の報酬、カーブミラーの設置、修繕等の

交通安全施設の管理費、チャイルドシート助成金や各団体への負担金でございます。 

 電子計算費は２億１９，０１８千円でございます。役務費５０，８２５千円は、コンビ

ニ交付、ガバメントクラウド加入に係る利用料や電子決裁システム保守料を計上してござ
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います。 

 委託料１億１３８千円は、各業務の基幹系システム標準化に伴う委託業務や、コンビニ

交付サービスシステム構築料、電子決裁システム構築料等の基幹系システム構築料でござ

います。 

 使用料及び賃借料５０，１４９千円は、２市５町で実施している基幹系クラウド、４町

で実施している情報系クラウドの使用料や回線使用料、情報系ＰＣリース料。 

 備品購入費は、印刷機と、５２ページのコンビニ交付用キオスク端末の購入。 

 負担金補助及び交付金は各種協議会への負担金でございます。 

 地籍調査事業費６９１千円は、地籍調査システムの費用や地籍調査に誤りがあった場合

に対応するための調査測量費を計上してございます。 

 諸費２２，５０８千円は、各地区への活動助成として４，６３７千円。御坊広域行政事

務組合１１，６７９千円、コミュニティ助成事業２，５００千円、熊野御坊南海バスに対

して、日の岬パーク線の生活交通路線維持費補助金２，４２５千円でございます。 

 財政調整基金費、減債基金費は、それぞれ利子積立金でございます。 

 地方創生事業費１９，４４８千円は、５４ページ、委託料で指定管理料として、ゲスト

ハウス、カナダミュージアム及びレストラン管理業務３，８００千円、産品コーナー及び

多目的室管理業務１，５００千円や、地域おこし協力隊委託業務３，４３３千円。 

 負担金補助及び交付金は、和歌山県移住支援事業補助金３，０００千円、地域おこし協

力隊起業支援補助金１，０００千円、空き家改修補助金２，５００千円でございます。 

 物価高騰対応重点支援事業費６８，４１４千円は、国の交付金を活用して第５弾みはま

応援商品券として１人当たり１０千円の商品券を配付いたします。 

 徴税費は５３，２５９千円でございます。 

 税務総務費４０，３１６千円は、職員５名分の人件費や、５６ページの負担金補助及び交

付金は、各種協議会等への負担金、償還金利子及び割引料では修正に伴う還付金２，０００

千円を計上してございます。 

 賦課徴収費１２，９４３千円は、固定資産評価業務委託料を計上してございます。 

 ５７ページの戸籍住民基本台帳費４４，９６０千円は、職員２名分の人件費や新たに導

入します住民票の写しや印鑑証明書をコンビニで交付するための費用。委託料は、戸籍へ

の振り仮名対応や戸籍情報システムの標準化移行に係る戸籍システムの改修、その他戸籍

事務に要する経費を計上してございます。 

 選挙費は１０，５０５千円で、令和７年度は参議院議員選挙費１０，１８０千円を計上

してございます。 

 ５９ページの統計調査費は５，３２１千円でございます。国勢調査等に係る予算を計上

してございます。 

 監査委員費は５００千円で前年度と同額でございます。 

 総務費の合計は１０億２６，５４２千円、対前年度比２億８６，６０８千円の増額で、
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歳出予算全体に占める割合は２１．９％でございます。 

 以上で、議会費及び総務費の細部説明を終わります。よろしくご審議賜りますようお願

い申し上げます。 

○議長（繁田拓治君） これから質疑を行います。９番、谷進介議員。 

○９番（谷進介君） ９番。ちょっと３つ、４つ。取りあえず４６ページの上のほうの委

託料です。 

 男女共同参画計画策定業務、こんなん計画の策定業務って、自分とこでするのにお金が

要るのかなと思うところと、それからちょっと下がって、負担金補助及びというところで

の消費生活相談共同設置負担金って何なのかていうところと、それと、細かいこと気にな

る性格なんで、すみません、４８ページ真ん中辺りで役務費の郵便料、郵便料でびっくり

するような金額ですけれども、この１１，０００千。これはふるさと納税でこんだけ要る

のかな。そのあたりの説明と、もう一個、何ぞあってんけどな。 

 取りあえず、それだけお願いします。 

○議長（繁田拓治君） 総務課長。 

○総務課長（中村幸嗣君） お答えします。 

 まず、男女共同参画計画策定業務でございます。 

 これにつきましては、既に１０年前に男女共同参画計画というのを策定してございます。

男女間の賃金格差等の働き方に対しての制約等の環境整備について記載しておる事業で、

現在策定しております計画の期限が令和８年度までとなっておりますため、今年度、８年

度、計画を策定ということで、２か年での予算を計上してございます。 

 中身につきましては、この１０年来、この男女共同参画に係る内容につきまして、１０

年前と今と比べると非常に大幅な内容の改革がされてございます。男女格差やジェンダー

に関する偏見等々、その意識改革とか多様性とかというのを昨今の社会では尊重する内容

となってございます。それを見込みまして内容を大幅に変えることもあることから、この

たびの委託業務とさせていただいた次第でございます。 

 続きまして、消費生活相談共同設置負担金でございます。 

 これにつきましては、１市６町で負担し合っているこの負担金、美浜町分でございます。

昨年との比較におきましては、中身のほうで、特に人件費の上昇ということで、その金額

の提示が美浜町にありました。単純に職員２名の賃金ということで２，０００千円の増加

でありました。この報酬の増と、パソコンを購入するということでの４００千円の増とい

うのがありましたので、こういった予算ということとなってございます。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） 防災まちづくりみらい課長。 

○防災まちづくりみらい課長（北村卓也君） 谷進介議員にお答えいたします。 

 ４７ページ、４８ページの企画費の郵便料でございます。 

 これにつきましては、ふるさと納税に係ります郵便申請への対応である受領証明書の発
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行であったり、ワンストップの特例申請書を転送するための郵便料でございます。１１０

円掛ける１０万件を予定しておりまして、１１，０００千円というような計上をさせてい

ただいているのが現状でございます。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） ２番、龍神議員。 

○２番（龍神初美君） ２番。５３ページ、５４ページの物価高騰対応重点支援事業の１

人１０千円の商品券ですが、スケジュールをお願いいたします。 

○議長（繁田拓治君） 防災まちづくりみらい課長。 

○防災まちづくりみらい課長（北村卓也君） 龍神議員にお答えいたします。 

 物価高騰対応重点支援事業費のところの第５弾のみはま応援商品券でございます。 

 スケジュールにつきましてはですね、予算を議決していただきました後にですね、商品

券の納品をですね５月末をめどに納品を予定してございます。それから、使用に関しまし

ては、毎回ですね４か月使用ということで設定をさせていただいておりまして、５月納品

の後ですね、７月から１０月を予定したいというふうに考えてございます。 

 なお、商品券の住民様への発送につきましては、６月中旬頃に発送できればなというふ

うに考えてございます。 

 以上でございます。 

○議長（繁田拓治君） ２番、龍神議員。 

○２番（龍神初美君） ２番。今のはそれで結構です。 

 その上の委託料です。委託料の地域おこし協力隊委託業務というのあるんですけれども、

これは去年だったら会計年度任用職員だったように思うんですけれども、これが委託料に

なった理由というのか教えてください。 

○議長（繁田拓治君） 防災まちづくりみらい課長。 

○防災まちづくりみらい課長（北村卓也君） 龍神議員にお答えいたします。 

 地域おこし協力隊の委託業務についてでございます。 

 地域おこし協力隊につきましては、今、現状ですね、令和４年１１月１６日から３年間、

令和７年１１月１５日までを任期といたしまして、協力隊の方に活動をお願いしてござい

ます。 

 令和４年からの２年間におきましては、町の雇用契約ということでさせていただいてご

ざいました。ただ、今回ですね、この４月から１１月１５日まで７か月半ですね、その部

分に関しましては雇用型から委託型というふうに変更をさせていただきたいというふうに

考えてございまして、今回そのような予算計上をさせていただいたということで、委託料

へ計上させていただいたんですけれども、昨年までは給与とかですねそういう部分にその

予算があったかと思うんですけれども、それが委託のほうに振り替わっているということ

でございます。 

 以上です。 
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○議長（繁田拓治君） ２番、龍神議員。 

○２番（龍神初美君） 今の委託型にていうことですけれども、その対応というのかな、

それはそんな変わっているんですか。何か費用ていうか、手当ちゅうか、なんか前だった

ら会計年度任用職員やさかい、いろいろな対応の範囲内でできていると思うんですけど、

委託型になったら、もうどんなにかわ、７か月。 

○議長（繁田拓治君） 防災まちづくりみらい課長。 

○防災まちづくりみらい課長（北村卓也君） 龍神議員にお答えいたします。 

 雇用型でありますと、町の会計年度任用職員として雇用されまして、給与であったり超

過勤務手当であったり住宅の借り上げ料だったりていうようなことを町が負担してあった

んですけれども、委託型に変更となりますと、個人事業主というようなイメージになりま

すので、町との間で、その委託契約を交わしてですね活動をしていただくということでご

ざいまして、町との雇用関係はございません。 

 今まではですね、毎朝、防災まちづくりみらい課のほうへ出勤していただいていたんで

すけれども、４月以降はですね、出勤はございませんで、委託になりますので、そういう

形になるところでございます。 

 金額につきましてもですね、以前と何ら変わりはなくてですね、上限３，５００千円と

いうのがありますので、それに見合う形で委託をお願いしたいていうふうに考えてござい

ます。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） ４回目と違うか。３回目か。２番、龍神議員。ごめん。 

○２番（龍神初美君） そしたら、これからまた地域おこし協力隊、またもし来られたら、

もうずっとほた委託でていうんでいいんですか。 

○議長（繁田拓治君） 防災まちづくりみらい課長。 

○防災まちづくりみらい課長（北村卓也君） 龍神議員にお答えいたします。 

 今、現状おられる方につきましては、この１１月１５日で任期満了となります。今後そ

ういう形で来られるかどうかっていうのは不明でございますけれども、今後、来られた場

合はですね、委託型であるのか、雇用型であるのかという部分はありますので、来られた

ときに再度考慮したいというふうに考えます。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） ４番、松下議員。 

○４番（松下太一君） ４番。今の話なんですけれども、委託の延長とかは考えてないん

かな。次に地域おこし協力隊を来てもらう予定ていうのは立てておられるんかな。もしお

るんだったら、またあれやけれども、分からん人来るよりも、今、一生懸命やって、人気

のある子だと思うんですけれども、そんな子を契約延長してやってもらうていうようなこ

とは考えていないんですか。 

○議長（繁田拓治君） 防災まちづくりみらい課長。 
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○防災まちづくりみらい課長（北村卓也君） 松下議員にお答えいたします。 

 委託の延長は考えているのかということでございますけれども、現状はですね、この

１１月１５日の任期をもちまして、今の地域おこし協力隊の方につきましては、一応もう

なんていいますか終了になります。 

 あと、今後の予定はということでございますけれども、今後そういう地域おこし協力隊

を現状のところ雇用する計画は、現在はございません。 

 以上でございます。 

○議長（繁田拓治君） ５番、山﨑議員。 

○５番（山﨑悦子君） 関連ですけれども、今、松下議員もおっしゃいましたけれども、

私は彼にお目にかかってはいないんですけれども、非常に好青年であって一生懸命やって

くださるという高評価しか耳に入ってこないんですけれども、今の身分の違いですね、今

年度からはこういうふうな委託という形になったというふうなことなんですけれども、こ

れは制度の変更なのか、本人がそういう形にしてほしいのか、本人の不利益にはなってい

ないのかというところをお尋ねしたいと思います。 

○議長（繁田拓治君） 防災まちづくりみらい課長。 

○防災まちづくりみらい課長（北村卓也君） 山﨑議員にお答えいたします。 

 身分の違いていうことでございますけれども、先ほど申し上げましたように、今までは

ですね、今、現状もそうですけれども、町の職員としてお願いしてございます。４月以降

につきましては、個人事業主になりますので、職員ではございませんので、町から委託を

させていただくということでございます。 

 それから、ご本人の不利益等々にならないのかというようなお話もございましたけれど

も、今までと変わりなくですね地域おこし協力隊の活動をお願いしたいというふうに考え

てまして、プラスですね、町の職員ではできなかったようなこともですね、今後、委託型

になればですね、していただけるのではないかなということでございまして、ご本人から

しましたらプラスになるのではないかなというふうに考えてございます。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） ５番、山﨑議員。 

○５番（山﨑悦子君） それに引き続き、お尋ねしますが、じゃ、これからは町おこし隊

に関しましては、そういうふうな委託という身分で雇用するということでしょうか。雇用

じゃないですね、外部委託みたいな形ですよね。 

 今、現任の人が本人のご都合もあり委託になったけれども、今後また町おこし隊を雇う、

もしくは、するときの身分も、同じような形で委託になるのか、会計年度職員になるのか

お聞きします。 

○議長（繁田拓治君） 防災まちづくりみらい課長。 

○防災まちづくりみらい課長（北村卓也君） 山﨑議員にお答えいたします。 

 今後ですね、地域おこし協力隊を雇用した場合ということでございますけれども、先ほ
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ど龍神議員にも少しお答えさせていただいたんですけれども、今の方はですね、この４月

から委託型ということでお願いしたいというふうに考えてございまして、今後もしですね

地域おこし協力隊が当町のほうへ来られた場合は、雇用型であるのか、委託型であるのか

というところもございますので、来られたときに考えさせていただきたいということでご

ざいます。 

 以上でございます。 

○議長（繁田拓治君） ２番、龍神議員。 

○２番（龍神初美君） 関連。そのまたその下の負担金補助及び交付金ですが、地域おこ

し協力隊の起業支援補助金の１，０００千円ですけれども、これは委託型になった時点で

払われるというか、補助金出すのか、それか１１月１５日で切れたとき、そっからになる

のか、その辺お願いします。 

○議長（繁田拓治君） 防災まちづくりみらい課長。 

○防災まちづくりみらい課長（北村卓也君） 龍神議員にお答えいたします。 

 地域おこし協力隊の起業支援補助金１，０００千円ということでございます。 

 この補助金につきましては、今の協力隊がですね、今後、当町で起業するに際しまして

ですね、必要な支援を補助させていただくというようなものでございまして、交付税措置

もあるんですけれども、開始はですね予算をお認めいただきましたら４月１日以降発生す

るということでございます。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） ９番、谷進介議員。 

○９番（谷進介君） ９番。関連ではないんです。 

 ４８ページの財産管理費の委託料、庁舎外壁調査委託業務、これ、調査したらまた云千

万のような報償費が上がってくるんですかね。そうなると、また予算計上が云々というよ

うな話にもなりますが、何をするのかお聞きしたい。 

 それと、コンビニ交付てあるけど、この間ちょっと説明も聞きましたし、この、新聞に

も出てますけれども、さっき、これの補助制度が従来からあると。何でうちは遅いんです

か、これが始まりが。９月か１０月ちゃうんかな、何か新聞にそんなん書いてませんか。 

 他の市町では、もう始まっているところもありますし、どっかの首長さんが何か交付さ

れてましたよね。あまりにも違うような気がするんですが、そんなん町村会とかでも話も

せえへんのかなとか思うんですが、いかがですか。 

○議長（繁田拓治君） 総務課長。 

○総務課長（中村幸嗣君） まず、庁舎外壁調査委託業務でございます。 

 役場庁舎の外壁工事の事前調査となります。毎年、各施設においては定期的な点検をし

ておるのですが、昨今の調査でシーリングの劣化とかタイルの浮き等を確認しておるとこ

ろから、改修を検討しておりました。 

 今回、工事に着手するに当たりまして、現況確認、また工事の必要箇所、工事方法等を
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把握するために、調査については打診調査、器具でたたいての異音調査と、赤外線調査と

いうのを予定してございます。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） 住民課長。 

○住民課長（中西幸生君） 谷進介議員にお答えします。 

 コンビニ交付についてですけれども、ほかの市町よりちょっと遅れている形になった理

由としましては、やはりコンビニ交付で必要なものというのはマイナンバーカードになり

ます。そのマイナンバーカードのまず普及率、やっぱり伸びてこないと、導入してもメリ

ットが少ないということもあって、この間の全協でも説明させてもうたと思うんですけれ

ども、８０％を超えてきたこともあって導入に踏み切ったという形になります。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） ９番、谷進介議員。 

○９番（谷進介君） まず、外壁の話ですけど、町の公共施設総合何たら管理計画とか、

ありますよね、６年３月にも変更されている。これとの整合性というか、そことの運用と

かはどうなっているんですか。何か単独なのか。 

 コンビニのほうは遅れる。それやったらマイナンバーカードの普及にはどのように努め

ているのかって聞きたくなってきますので、お答え願えますか。 

○議長（繁田拓治君） 総務課長。 

○総務課長（中村幸嗣君） お答えします。 

 個別施設計画に基づいて、そういった点検を行っておりまして、この計画におきまして

は維持管理を行うということで、計画上、役場庁舎については維持管理を行うということ

での計画となっております。 

 その維持管理ということで、外壁についても将来的には計画にはあるんですが、先ほど

来申し上げました定期点検等におきまして、一昨年からそうだったんですが、そういった

形で箇所、箇所で異音等確認されましたので、このたびの調査に至った次第でございます。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） 住民課長。 

○住民課長（中西幸生君） お答えします。 

 普及についてですけれども、過去には、休みの閉庁時に受付したりして普及に努めまし

た。今のところ、普及活動としましては、例年、従来から行っております写真の撮影を役

場で無料でやっておりまして、それが一つの普及活動として捉えています。 

 今はマイナ保険証がもう導入されまして、持っていない方が、自動的に皆さん、やっぱ

り必要やと思っていただいて、来庁されて写真を撮って申請する形でサポートさしていた

だいております。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） ９番、谷進介議員。 
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○９番（谷進介君） ９番。まず、その町の公共施設何とか管理計画では、ここから何年

間の間に、切っている年数とそれで違うんですけど、年当たり数億円、７．何億とか、ま

たある年度だったら８．何億とかと、何か莫大な数字が年平均要るやに記載していたのを

読んだ記憶がありますが、そういうのはまだまだ来ないんですか。当年度の予算にしても

全然というか、平均数億円の話ですので、そのあたりに関してはどのように考えて、どの

ように進んでいっているのか。 

 それと、マイナンバーカード、そのような話が出たので、昨今、新聞では健康保険との

接続じゃないわ、切断申請、かなり出ているやに、マスコミがあおっているだけなのか、

よく分かりませんが、とにかく話題にはなっていると思います。 

 また、反面、免許証との統合の話もありますし、また有効期限が１０年で、その再交付

には数か月かかるであるとか、いろんなネガティブなような情報が昨今よく出ているんで

すけれども、それでもやっぱり町としてはマイナンバーカードの取得を強力に進めていく

と、そういう姿勢でということでよろしいですか。 

○議長（繁田拓治君） 総務課長。 

○総務課長（中村幸嗣君） お答えします。 

 この施設計画におきましては、各施設それぞれ評価しておりまして、議員おっしゃると

おり、その計画におきまして、ある一定期間のスパンにおきまして、改修等の計画内容と

なってございます。それから算出した概算でありますが、改修費用、また除却費用となっ

てございます。 

 それぞれその時期におきまして、そのときの財政事情もありますが、必要に応じてとい

いますか、その期間内で対応、改修、除却というふうなこととなってございます。 

 役場におきましても、計画上、その個別計画の中にも修復、先ほど来お話しさせていた

だきましたタイル等の浮きを指摘というのを明示してございますので、今回の役場の調査

については、そういう計画から、またほかの施設についても計画を考慮した上で、現状を

見据えて対応してまいります。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） 住民課長。 

○住民課長（中西幸生君） お答えします。 

 マイナンバーカードを今後も普及を強力に進めていくのかという話ですけれども、やっ

ぱり持ちたくない方もおられると思います。そういう方に強制的に勧めるものではないで

すし、国でも必要な方がつくってくださいということになってますので、国と同じスタン

スで今後も普及活動に努めたいと思います。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） １０番、鈴川議員。 

○１０番（鈴川基次君） ４６ページ、委託料の中に、一番最後に職員研修委託料として

２７５千円計上されています。 
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 これは去年から予算化されているもので、監査委員会からも、やっぱり最近、美浜町は

ないですけど、管内の不祥事、また職員の資質向上のためにも、ぜひ研修会をやったらど

うかちゅうことで、それがあってしたんかどうかはね、もう前もって去年から計画してる

と言うかもしれませんけどね、去年に引き続いてされるということで、それは結構なんで

すけど、これ、我々単純に考えたら、別に委託でせんでも、自分たちで、そういう美浜町

の職員として課題になっていることを話してくれるような講師をね、なかなかそんな講師

は見つけにくいと、これはやっぱり委託せんと総務も忙しいからと言うんなら、それはそ

れで結構なんですけれども、委託でせんとできんもんかなという、これは簡単な思いです

ので。 

 その点と、もう一個、その下のほうに負担金の中で県市町村職員研修協議会４５２千円

のこれも負担金であるんですけれども、県でもこういう職員を対象にした研修会はやって

いるということだと思うんですけど、これは各町村がそれぞれ４５０千出しているわけで

すから、相当な、この内容、年何回ぐらいやってて、美浜町としてもこのぐらい参加して

いると。そういう状況をちょっと教えていただきたいと思います。 

○議長（繁田拓治君） 総務課長。 

○総務課長（中村幸嗣君） お答えします。 

 まず、職員研修委託料２７５千円です。議員おっしゃるとおり、監査委員さんからの話

もありまして、そういった内容での研修を実施したこともございます。 

 また、講師等につきましては、予算上、派遣しての講師料、委託した予算を取ってござ

いますが、今まででも、その講師の方、また研修の内容によりまして、費用がかからなか

った、もしくは、これまでに至らなかったこともございます。研修内容によりけりで、ど

ういった内容の研修をするのか、また、そのためにはどういった方が必要なのかを精査し

た上で、結果的に予算を執行しなかったというケースもあり得ますので、そういうことも

含んだ予算となってございます。 

 あと、県市町村職員研修協議会です。 

 これにつきましては、この協議会が開催する研修メニューがございます。多種多様の研

修がございまして、その研修費用の負担金でございますが、ほぼこの研修につきましては、

職員の経験歴とか職務内容、業務内容等々を考慮しまして、総務課のほうから、こういっ

た研修メニューがあるということで、各職員に打診しまして、打診しましたら、ほぼほぼ

全員の方が研修に参加してございます。 

 頻度等につきましては、ちょっと今、手持ちにはございませんが、過去の研修内容を把

握しておりますので、重複しないような形で職員への研修をあっせんしてございます。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） ９番、谷進介議員。 

○９番（谷進介君） 僕ばっかりで悪い気もしますが、５０ページの電子計算費です。 

 これ、びっくりしましたね。いつもより１億数千万の増であります。基幹系クラウドハ
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ード・システム保守料、これは５倍になっていますね。それと、新しくガバメントクラウ

ド利用料、２千３百何がし。それとＬＧＷＡＮ接続、その下は電子決裁、これは新しい事

業です。 

 基幹系システム構築料、これも３倍になっていますね、去年より。その１つ飛んで情報

系システム構築料、情報系ＰＣ設定委託、ガバメントクラウドネットワーク運用、これご

新規さんです。 

 それと、飛び飛びぐらいですけれども、情報系ＰＣリース料、これは３倍。購入される

んでしょうけど、これをちょっとご説明していただけますか。 

 例えば、構築料といっても、何か材料があって何かを組み立てるのか。それと設定料が

どう違うのかとか、何をどうするのか。簡単に千万単位の計上がされているやに思います

が、町の事業で必要なんでしょう。国庫支出金も出ていますし。しかし、一般会計から１

億６０，０００千、７０，０００千も出ていますので、このあたりわかるように最低でも

ここにいてる者に分かるようにご説明していただけますか。 

○議長（繁田拓治君） 総務課長。 

○総務課長（中村幸嗣君） お答えします。 

 本年度の電子計算費予算につきましては、増大の予算を計上してございます。 

 まず、大きな理由としましては、まずはガバメントクラウドへの移行ということがあり

まして、この７年度をもってですね、このガバメントクラウドへの移行が国のほうから指

示されております。その費用が、まずは、この基幹系共同クラウドハード・システム保守

料についての増大の要因でございます。 

 その関連で、ガバメントクラウド利用料等の新設２９，２２５千円。これにつきまして

も、保守料であったり、その利用料が、それぞれガバメントクラウド移行により必要とな

る旨の予算となってございます。 

 ＬＧＷＡＮ接続回線、また電子決裁システム保守料等におきましても、今後、今、ＤＸ

を推進している中で、県の、市町村のＤＸの推進もございます。また、基幹系共同クラウ

ドのそういった部会もございます。そんな中での共通した予算ということでの措置でござ

います。 

 委託料におきましても、基幹系システム構築料が７８，４３２千円の過去からの３倍に

ついて、主に基幹系システムの標準化・共通化の対応委託業務。これも国のデジタル庁創

設によります業務のデジタル化の推進によりましての必須の業務でございます。補助金は

１００％ございますが、そういった中での予算でございます。 

 あわせて、そういった業務の中に、それぞれの文書管理システム、財務会計システム、

債務負担行為等でお願いしている予算ではございますが、そういった予算等々も近い将来

の業務のデジタル化、ＤＸ化を見据えた上での予算でございます。 

 そういったＤＸ化の流れの中で、今回、今年度から始まる事業ということでのこういっ

た電子計算費の予算となりました。 
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 以上です。 

○議長（繁田拓治君） ９番、谷進介議員。 

○９番（谷進介君） 大変失礼な言い方かも分かりませんけれども、説明はあまり分かり

ません。 

 例えば、そのガバメントクラウド云々って、だから最低でもここにいる皆さんにとおっ

しゃったんで、まずそれを説明すべきじゃないんですか。何か今の答弁の後段のほうで、

どこが進めているデジタル化で云々というのは、少し内容の説明はありましたけど、名前

を言って、その金額を言って、それに必要ですって、いや、その元の何がするから必要で、

それが説明というものだと思うんですけれども。 

 議会で説明しているということは、これは住民さんに説明しているんですよね。今のご

説明で、初めて聞かれた美浜町の住民さん、理解できるとお思いですか。何だったら、こ

ちらのちょっと理事者の方に、今の説明で分かったか、一人一人聞いてみましょうか。 

 住民課長、分かりましたか、今ので。 

 それは一回後で答えてください。 

 我々議員にもお聞きしたいですけれども、こんな簡単に１億３０，０００千どんと乗せ

る。例えば、さっき資料でどうこうと言うてましたけれども、教育委員会さんからの資料

ですよね。それでまた農林水産建設課ですか。工事予定の千万単位、数百万でも、こんな

ふうに丁寧に資料をつけていただいているわけですよ。 

 ところが、この予算の本丸とも言える総務課での事業で、ふだん７０，０００千、

８０，０００千で、今回２億２０，０００千ぐらいの、ほぼ倍増、倍増と違うわ、３倍や。

で、今のご説明だと、全然分かりません。納得できません。何だったら、ここの理事者全

員に今ので分かったか聞いてみてください。 

○議長（繁田拓治君） 総務課長。 

○総務課長（中村幸嗣君） 今回、特にこの予算については増大しておるところでござい

ます。特別美浜町独自のということではなく、全自治体の全体の流れの中でのこういった

移行、予算措置等が必要であったので、特に今回、資料というのを提示することはなく、

計上した次第でございます。 

 かなり予算的には大きいというのは自覚してはおるんですが、そういった流れの中での

予算措置ということにはなるんですが、このガバメントクラウドにつきましても、行政に

関わります業務システムを全自治体統一化して、統一化したクラウド上に集約するという

内容となってございます。期限もある中での予算ではございますので、この予算等につき

ましては、そういった形での計上となった次第でございます。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） ９番、谷進介議員。 

○９番（谷進介君） 今のような説明を最初にねしていただいたらいいのかなと、僕はで

すよ、思うんです。もうこの道路しか通ったら駄目ってなっていくわけでしょう、町は、
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国からそれで。だから、それを通るには、この自転車とこの車とこの単車が要るから、こ

んだけ要るんやと。それがそれぞれの名前に対応しているというふうに、そのほうがもの

すごくよく分かったんじゃないんですか。 

 ただ、１点、でも、町独自の情報系のＰＣの件については、これは別に違うんですよね。

国からの指示云々ではないんですよね。これ何台ぐらい入れ替えて、やっぱり今度はもう

ウインドウズイレブンなんですよね。 

 それともう一点、ご存じだったら答えてください。ガバメントクラウドについては、何

かアマゾンが一強みたいで、いろんな問題出てます。データがアメリカのほうに置いてた

ら、それは公開しなきゃならないから、日本の契約では、日本へ置いといたら、それは公

開されないとか、しかし、そんなのもはっきり裏づけられてはないというのは、もう新聞

紙上にもどんどん出てますね。 

 そんなんの説明は、上、上じゃない、言い方おかしいよね、国・県からお受けなんでし

ょうか。そういうところは問題として認識されているのでしょうか。 

 先ほど来、マイナンバーのところでも、私、保険との切断の話とか、住民の皆様は、今、

個人情報に関してかなりナーバスというか、注意深くしているところだと思いますので、

この点は、あもうもなく、住民のデータがクラウドというか、一体化、一つの方法になっ

て、一つのサーバーへと一定行くと思いますので、そのあたりはやっぱり十二分に注意し

てやっぱり進められているんですよね。そのあたりお答え願えますか。 

○議長（繁田拓治君） 総務課長。 

○総務課長（中村幸嗣君） まず、情報系ＰＣのリース料でございます。５年間のリース

契約として、５年前にリース契約をしたところでございます。 

 今年その期限がありますので、役場内のパソコン、１２０台になります。そのパソコン

のリース料ということでの予算計上でございます。内容等、スペック等につきましては、

今現在使っているスペック、内容において、特に支障等はございませんので、同程度のパ

ソコンということでの想定をしてございます。 

 あとは、ガバメントクラウドにおけるアマゾンの対応ということですが、議員言われる

ように、今回のガバメントクラウドにつきましては、アマゾン系のクラウドを活用するこ

とになってございます。アマゾン以外でも、グーグルであったりオラクルであったりとい

うふうなメーカーといいますか、企業もある中でのアマゾンウェブサービスというところ

でのクラウドの利用でございます。 

 これの選定につきましては、県内、南大阪等の関係もありまして、また、共同クラウド

の基幹系、情報系それぞれのクラウド部会の中での話の中での今回のアマゾンに至った次

第でございます。 

 議員おっしゃるアマゾンに関する昨今の情報等につきましては、今の時点では特に内容

もあまり詳しくは聞こえてきていないというのが現状ですので、その対応についていえば、

今の時点では特に取り立てた対策は考えてございませんが、そこはうちがそのアマゾンウ
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ェブサービスを使うとしてございますので、また、そのアマゾンウェブサービスにつきま

しては共有する自治体もございます。そういった中での、今後もしそういった対応が必要

となれば、共有した形での対策を講じることになろうかと思ってございます。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） ２番、龍神議員。 

○２番（龍神初美君） 今の関連です。 

 私、今聞いてて、理解したのは、国からの国の推進によって国の政府のクラウドへ移行

するていうことで、補助金が５％出して、そうして将来のＤＸ化の予算になっていくと考

えるていうように私、粗理解はしたんですけれども、今回これを使うようにこいだけお金

を出して、まずは将来的にはＤＸ化ていうたら二十何種類ぐらいできるようになると思う

んですけれども、マイナンバーカードを使てやと思うんですけれども、まずは何から、ま

ずはこれに移行したら何からどんなに利用していけるんかなと思うんですけれども。お願

いします。 

○議長（繁田拓治君） 総務課長。 

○総務課長（中村幸嗣君） 何からということでありますが、まず指定された２０業務て

いうのが示されてございます。少しお待ちください。 

○議長（繁田拓治君） 総務課長。 

○総務課長（中村幸嗣君） お時間いただきまして、すみません。 

 具体的な話としましては、システムの標準化ということでもありまして、児童手当、子

ども手当・支援、住民基本台帳、戸籍の附票、印鑑登録、選挙人名簿管理、固定資産税、

個人住民税、法人住民税、軽自動車税、戸籍、就学、健康管理、児童扶養手当、生活保護、

障害者福祉、介護保険、国民健康保険、後期高齢者医療、国民年金等の事務が政令で指定

されてございます。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） ２番、龍神議員。 

○２番（龍神初美君） ２番。そしたら、もう移行されたら、もう早速それは使っていっ

てということでよろしいんですか。 

○議長（繁田拓治君） 総務課長。 

○総務課長（中村幸嗣君） 現時点では、もう既に移行している自治体もございます。 

 美浜町につきましては、来年２月以降での移行予定となっておりますので、それ以降に

ついては、その業務となります。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） ４番、松下議員。 

○４番（松下太一君） 関連にはなるんですけれども、電子決裁システム保守料ですか。

電子決裁、字のとおり決裁やと思うんやけれども、これってもう導入されておるんですか。 

○議長（繁田拓治君） 総務課長。 
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○総務課長（中村幸嗣君） 今現在は導入しておりません。現在におきましては、和歌山

県のほうでは既に導入して稼働しておるところでございますが、今回の整備におきまして

今後導入するということとしてございます。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） 松下議員。 

○４番（松下太一君） 今後、今年度からもう入る予定ですか。電子決裁って簡単に言う

けど、なかなかなじみがないと思うんで、いきなり入れたら難しいと思うんやけどそこら

はどんな予定になっているんですか。 

○議長（繁田拓治君） 総務課長。 

○総務課長（中村幸嗣君） まずは、そのシステムを構築しまして導入に至るということ

で、今年度中での導入を考えてございます。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） ５番、山﨑議員。 

○５番（山﨑悦子君） 関連ではないんですけど、よろしいですか。 

○議長（繁田拓治君） はい。 

○５番（山﨑悦子君） そしたら、ページですけれども、５４ページ。総務の委託の分で

すが、ゲストハウス、カナダミュージアム等々、地方創生事業に関することの予算が上が

っております。私も議員になりましてから毎年、前年度分の報告を文書説明でいただいて

おります。 

 そういったことからですけれども、今年度の予定では３，８００千ということで計上さ

れ、それプラス前のときには私のほうからも質問させていただいて、例えば電気光熱等、

浄化槽の清掃等々含めたら５，０００千ぐらい実質的には負担をしているというところで、

たしか去年もこのことは説明を聞いたんですけれども、年度ごとでのその契約、更新する

ためにということで、そういう契約になっておりますということで、北村課長からご答弁

を頂戴いたしました。 

 例えば、町長さんにすれば、自立をしていくという方向でというふうなことをそのとき

も聞いております。今年度も同じ額行きます。 

 地方創生そのものが始まったときには、それはもちろん国のほうからのお金なんですけ

れども、３億円余り出て、それから毎年このような形で、５，０００千、４，５００千、

３，８００千、実質的にそれプラス５００千ぐらいになっているかと思うんですけど、そ

れプラス、これは三尾のＮＰＯに関していえばですね。 

 昨年度の１１月でしたか、３０，０００千というところで、またそれは地方創生とは別

ですけれども、そういう形での予算を取って、今年の２月までに使い切らなければいけな

いというあたりで、かなりの金額、もちろん町からの持ち出しだけではなくって国からの

持ち出しもあるんですけれども、これにつきまして、これだけ結構、何億というお金を投

資していまして、まだ今後もこのまま続けていくつもりなのか。 
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 あと、もう一点は、その収支はどうなのかというあたりと、あと、私自身がこれは指定

管理者としての町からＮＰＯなり煙樹の杜等々委託をして指定管理者として指定している

というふうに伺っております。そのときの指定管理者に対する、例えば自立していくんで

あれば、やはり収支きちっとやっていただいて、プラスになっていて自立しないと、やっ

ていけないのは当然のことだと思うんですけれども、そういったときのマイナスである部

分に関して、どのような形で指定管理者として指定されている業者に対するアプローチを

しているのか。そういったこともちょっとお伺いしたいと思います。 

○議長（繁田拓治君） 防災まちづくりみらい課長。 

○防災まちづくりみらい課長（北村卓也君） 山﨑議員にお答えいたします。 

 地方創生事業費の委託料についてでございます。 

 ゲストハウス、カナダミュージアム、それからレストラン、それから産品コーナー及び

多目的室ということでございます。 

 指定管理につきましてはですね、ＮＰＯ法人の日の岬・アメリカ村に平成３０年の７月

から運営をお願いしてございまして、指定管理者制度で令和２年から現在に至るまで補助

金を町のほうで支出をさせていただいているというところでございます。 

 それから、煙樹の杜に関しましては、平成３１年２月から運営を開始しまして、指定管

理制度が令和２年度から令和６年度までということで、町のほうから補助金を支出させて

いただいているというのが現状でございます。 

 先ほど議員おっしゃられましたように、協定というのが毎年度初めにございましてです

ね、その中で、先ほどおっしゃられましたように光熱水費であったり必要な経費に関しま

しては美浜町が費用を負担するというようなうたいが契約当初の段階であったのは事実で

ございまして、今現状、光熱水費等々も町のほうで負担をさせていただいているていうの

が現状でございます。 

 今後、そういうことをまだ続けていくのかというようなご質問だというふうに思います

けれども、ＮＰＯ法人の日の岬・アメリカ村、それから一般社団法人の煙樹の杜様含めで

すね、いろいろ町の事業等に協力をいただいてですね、三尾であれば移民の歴史の後世へ

の継承であったり、歴史を活用した地域の活性化であったり、そういうようなことと、そ

れから、外部からのお客様に対してですね、いろいろなご支援、ご協力いただいておりま

すので、私どもは大変ありがたく思っておるところでございまして、今後もやはりですね

関係人口の創出であったり交流人口の創出ということで、指定管理につきましては継続し

て続けさせていただきたいという思いがございます。 

 それから、指定管理者に対する周知というようなお話がございましたけれども、あくま

で委託ではなくて指定管理をお願いしていますので、我々町のほうもですね毎月１回そう

いう施設会議というのがございまして、そこに顔を出させていただいて、担当のほうから、

そのＮＰＯ法人なり一般社団法人から説明を受けてございまして、それに対して助言とい

うかですね、そういうことをさせていただいているというところでございまして、もちろ
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ん何か相談事等ございましたら、町の職員がそういうような対応をさせていただいている

というところでございます。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） ５番、山﨑議員。 

○５番（山﨑悦子君） 今、毎月の会議に入っていただけているというふうなことで、私

のほうから１年間、例えば令和５年度の決算についてということで、課長のほうに文書質

問しまして、お答えいただいておりますが、令和５年度に関して、令和４年度までは、ど

ちらもみんな収支をやったら赤字でした。計算、引き算しましたらね。 

 そしたら、令和５年になったら、今までレストランとカナダミュージアムは赤字だった

のが黒字に変わって、逆に遊心庵というのは本当に人件費ぐらいの支出しかないと思うん

ですけれども、あと電気光熱は町が持っているんであれば、そのようなことだと思うんで

すけれども、そこが赤字になった。これはどういったことでしょうかというふうなことを

ご質問させていただきました。 

 それで、そういったことに関して、毎月指導しているんであれば、そこのところの報告

がおかしいなとかいうふうなところへの着目はされないのでしょうか。そういったことを

少し私的にはふうんと思って、例えば、つい最近も指定管理施設のそれぞれの稼働日数に

つきまして文書説明をお願いしました。実質的に頂きましたのは、例えば産品コーナー、

多目的室に関しましたら、３６０分のといったら、何となく、うん、なるほどなというふ

うな形なんですけれども。 

 カナダミュージアムは、現実的に私もそばにおりますので、お客様がいらっしゃる、い

らっしゃらないにかかわらず、毎週定休日以外は開けております。そこには必ず職員も配

置しておりますので、人件費も当然あってしかるべきやと思いますし、あそこはそういっ

た目的がほぼほぼコーヒーでもうけるような施設ではありませんので、そこは納得できて

いるんですけれども、アメリカ村レストランに関しましては３６０分のこんなに開いてい

るかなと。 

 実質、私も毎日行ってですね、どれぐらい開業されているのかなというふうなことは、

監視はしていませんけれども、例えば日報的な月報のような形で、営業日というのはもう

決まっていますよね、定休日以外ですから。だけど、実質稼働はどれぐらいなんですかと

言っても、それもなかなかちゃんと把握できていないような、指定管理に対するこれを黒

字にして、黒字というのは変な話ですけれども、いわゆる今後的に自立してやっていって

もらおうと町が考えているのであれば、やはりそういった関わりも必要なのではないのか

なというふうに私は感じるんですけれども、いかがでしょうか。 

○議長（繁田拓治君） 防災まちづくりみらい課長。 

○防災まちづくりみらい課長（北村卓也君） 山﨑議員にお答えいたします。 

 毎月１回の施設会議におきましてですね、細かい数字までは上がってきていないように

思うんですけれども、今月はですねどういうような状況であったとかですね、そういうよ
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うな報告は受けているということは聞いてございます。 

 それに対して、あくまで指定管理になりますので、あまりその経営の中の中までという

ところまでは、町のほうも声を上げてないのが現状でございます。 

 それは、煙樹の杜、それから日の岬・アメリカ村に際しても同じようなことが言えるの

ではないかなというふうに思います。 

 なお、今おっしゃられましたようにですね営業日なのに営業していないとかですね、も

ちろんいろんな事情があって、臨時休業とかというのはいろんなお店でもあるかと思うん

ですけれども、もちろんそういうこともあるかと思いますので、今後ですねそういう毎月

の１回の施設会議等々でですね、ご指摘いただいたことも含めて、今後ちょっと改善して

いけたらなというふうには今思ったところなんですけれども。 

 以上でございます。 

○議長（繁田拓治君） ５番、山﨑議員。 

○５番（山﨑悦子君） ５番。大体町の立ち位置は理解できました。 

 そしたら、昨年度の末に３０，０００千円の申請をして、一応それは町も申請手続を取

らなきゃいけないからということでやられたと思います。 

 それに、私も前回のときでしたか、イノシシに対する捕獲、非常に有益であるなという

ふうな感想も述べさせていただいたかと思うんですけれども、みおラーメンというのも一

つのあれを挙げておられたんですけれども、それが１２月にプレ営業とかいうのが何回か

ございますけれども、いまだまだ開店できていないですよね。 

 そういったことも全て、もう指定管理者にお任せなので、町としては、どうなってんの

かなとかいったことの打診とかはされないんですか。 

 あと、カナダに行かれて、カナダの人たちにみおラーメンをお示ししたと。そういった

ことというのは、例えばカナダにみおラーメンが出るかもとか、万博にラーメンが出るか

もとか、三尾の情報の中にそんなんが入っていたんですけれども、そういったところまで

町は頑張ってよというふうな形で応援なさっているんでしょうか、お伺いします。 

○議長（繁田拓治君） 防災まちづくりみらい課長。 

○防災まちづくりみらい課長（北村卓也君） 議員おっしゃられるのは、本年度実施中の

ですね過疎地域等集落ネットワーク圏形成支援事業ですね、そのことについてだと思いま

す。 

 まず、今現在、実施中なところもありましてですね、まだ実績等々は出ておらないのが

現状なんですけれども、おっしゃられるように、もしオープンしていなければいけないの

にオープンしていないとかですね、そういうことがあればですね、もちろん町のほうも、

どうなんでしょうというような話はさせていただきたいなというのは思ってございます。 

 それと、カナダに行ってですねみおラーメンをというような話でございますけれども、

移民の歴史をですね日系のカナダ人の方にですね継承をそのまましていただこうとかです

ね、そういうような動きもある中でですね、今進めている事業だと思っておりましてです
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ね、町も全く関わっていないと言われれば、そうではなくてですね、担当職員もですね三

尾に出向いてですね、協力というかですね、お手伝いをさせていただいているというのが

現状でございます。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） ４番、松下議員。 

○４番（松下太一君） ４番。公用車についてお聞かせ願います。 

 ６年度も出てましたよね。この前、減額で、また７年度も出ていると。その件について

ちょっとお聞かせ願いたいんと、細かいんで、えらい申し訳ないんですけれども、公有財

産のところで不動産鑑定が出ていましたよね。払下げの予定か何かがあって不動産鑑定を

するんかなって、ちょっと疑問に思いましたので、お願いします。 

○議長（繁田拓治君） 総務課長。 

○総務課長（中村幸嗣君） お答えします。 

 まず、公用車につきましては、令和６年度で２台を予定しておりました。ただ、メーカ

ーの販売・生産量の調整によりまして、年度内での購入が困難ということになりまして、

当初予定しましたそのメーカーさんの分につきましては減額した次第でございます。２台

分のもう一台については購入済みでございます。 

 改めて、今年度、その車種のほうも販売のめどがありましたし、また昨年も計上してお

りまして、引き続き今回の予算の計上に至った次第でございます。 

 あと、不動産鑑定料についてでございます。 

 具体的には、浜ノ瀬地内の用地につきまして、町有地、普通財産となった用地がござい

ます。その用地の売買に関する鑑定料の予算でございます。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） ４番、松下議員。 

○４番（松下太一君） それは払い下げるを前提でということですか。 

○議長（繁田拓治君） 総務課長。 

○総務課長（中村幸嗣君） 払下げといいますか、町有地を売却ということでの払下げと

いいますか、売却という形になります。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） しばらく休憩します。 

 再開は１３時３０分です。 

午前十一時五十二分休憩 

   ―――・――― 

午後一時三〇分再開 

○議長（繁田拓治君） 再開します。 

 次に、第３款民生費について細部説明を求めます。 

 予算書の６１ページから７６ページまでです。子育て健康推進課長。 
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○子育て健康推進課長（谷輪亮文君） 次に、６１ページから７６ページの民生費につい

てご説明申し上げます。 

 ６１ページの民生費、社会福祉費は８億７３，６３６千円、対前年度比７，９３４千円の

減額でございます。社会福祉総務費１億２６，３６３千円は、職員３名分の人件費、町社会

福祉協議会への負担金１３，３２８千円、国民健康保険特別会計への繰出金８６，５２７

千円などでございます。 

 ６３ページの国民年金費８，２６７千円は、職員１名分の人件費や事務経費でございま

す。 

 老人福祉費３億９４，８８４千円は職員２名分の人件費、委託料は敬老会の費用、６６

ページの扶助費は養護老人ホームの措置費や外出支援事業でございます。 

 繰出金３億２２，８２５千円の内訳は、介護保険特別会計の合計１億５２，５９１千円、

後期高齢者医療特別会計１億７０，２３４千円でございます。社会福祉施設費１４，７２７

千円は、御坊日高老人福祉施設事務組合への負担金でございます。 

 心身障害者福祉費２億５５，３４２千円は、委託料で相談支援事業６，２２０千円、移

動支援事業１０，７５６千円などを計上してございます。 

 ６８ページの扶助費は、障害介護給付費１億９５，０００千円、障害児給付費１９，５００

千円などでございます。 

 福祉センター管理費４，４２０千円は、地域福祉センターの維持管理費を計上してござ

います。 

 心身障害者医療費２９，１４１千円は、障害者医療に係る事務経費や医療費を計上して

ございます。 

 ６９ページの老人保健費８３千円は、前年度と同額で、老人医療に係る事務経費や医療

費を計上してございます。 

 地域包括支援センター運営費４０，４０９千円は、職員４名と会計年度任用職員の人件

費や委託料で、ケアプラン作成委託料２，２５４千円でございます。 

 ７１ページの児童福祉費は２億６８，９９４千円でございます。 

 児童福祉総務費１億４，３５０千円は、報償費は赤ちゃん誕生祝金３００千円、委託料

は子育て支援短期利用事業１１５千円、負担金補助及び交付金は子育て援助活動支援事業

負担金１，１５０千円、扶助費は児童手当の支給に係るものでございます。 

 児童福祉施設費８１，５０２千円は負担金補助及び交付金で、広域入所負担金５，７６６

千円、認可保育所負担金７１，８４８千円、障害児保育事業補助金１，６４３千円、子育

て世帯負担軽減支援金（保育所等給食費）８６０千円等でございます。 

 児童措置費３８，６５１千円は、職員１名分の人件費とひとり親家庭医療費、乳幼児医

療費、子ども医療費に要する経費でございます。 

 ７３ページの放課後児童健全育成事業費４４，４９１千円は、令和６年７月から公営化

された２つの学童保育室に要する経費でございます。報酬７，６９７千円はパートタイム
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会計年度任用職員８名分、給料１６，２４６千円はフルタイム会計年度任用職員６名分で

ございます。職員手当等及び共済費は、会計年度任用職員の諸手当、保険料等でございま

す。 

 その他、主な経費として、報償費は講師謝金、旅費は各種研修会参加と費用弁償、需用

費は光熱水費や遊具の修繕、役務費は電話料、委託料は警備委託料、使用料及び賃借料は

バス借上料、７６ページの原材料費は、真砂土の購入、負担金補助及び交付金は会計年度

任用職員の退職手当負担金でございます。 

 民生費の合計は１１億４２，６３０千円、対前年度比２９，３３４千円の増額で、歳出

予算全体に占める割合は２４．４％でございます。 

 以上で、民生費の細部説明を終わります。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げ

ます。 

○議長（繁田拓治君） これから質疑を行います。９番、谷進介議員。 

○９番（谷進介君） ９番。まず、その６２ページの一番下のほうです、負担金云々とい

う。町社会福祉協議会に１３，３２８千円と。おおむね自分では分かっているつもりです

が、改めて、この１３，０００千強も出している社会福祉協議会なるもの、どのような成

り立ちでどのような業務をしているのか教えてほしいです。 

 それと、もう一点。これは聞くんが恥ずかしいかも分かりません、７２ページの中段や

や下、扶助費です、児童福祉総務費の。児童手当について、何か費目とか内容とかが去年

度までと少し表記が違うというか、比較入力しているので、それと金額も何か大幅に動い

てるような結果になってると思うので、ざくっとした説明で結構ですので、その２点お願

いできますか。 

○議長（繁田拓治君） 住民課長。 

○住民課長（中西幸生君） お答えします。 

 社会福祉協議会につきましては、社協と行政との関係は、共に地域の福祉を推進するパ

ートナーという形になりますんで、社会福祉法第６条にはですね福祉サービスの提供体制

の確保に関する国及び地方公共団体の責務ということがございまして、そこで地方公共団

体は福祉サービスを提供する体制の確保に関する施策、福祉サービスの適切な利用推進に

関する施策その他必要な措置を講じなければならないとありまして、この条文を一つの根

拠としまして、人件費等を負担させていただいております。 

 あと、社協の事業としましては、いろいろあるんですけれども、赤い羽根の募金事業と

か、私どもで委託しております心配ごと相談、あと法律相談についてもございます。それ

以外にも、ほかの課からも高齢者に対する事業もいろいろやっていただいております。 

 それと、児童手当に関してですけれども、児童手当については、昨年の１０月からです

けれども、高校生も対象となりました、支給が。今までは児童手当を計算する中で高校生

も入ってたんですけれども、支給についてはなかったんです。去年の１０月から高校生も

対象になりまして、その関係で、この項目自体が、昔のほうが多かったんですけれども、



令和７年美浜町議会第１回定例会（第４日） 

 

 

 
142 

去年については従来までの分と１０月からの分が両方あったんで、かなり項目が広かった

んですけれども、今回もう去年の１０月からの高校生の分になりましたんで、その部分で

項目が縮小している形になります。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） かがやく長寿課長。 

○かがやく長寿課長（井田時夫君） 谷進介議員にお答えします。 

 かがやく長寿課のほうからも、介護予防の関係とかで社協のほうに委託している事業が

あります。 

 その中では、シニアエクササイズとか、介護をしている家族の方へのおむつ券の発行に

関することとか、あと配食サービスの中で見守りの部分を社協のほうに委託を出したりと

か、そういう部分で介護保険事業の関係のところでも幾つか社協のほうに委託して実施し

てもらってる部分があります。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） ９番、谷進介議員。 

○９番（谷進介君） じゃ、配食サービスで配食しているのは、介護保険での委託の事業

ということでいいんですか。それだったら、また介護のところでお聞きもしますけれども。 

○議長（繁田拓治君） かがやく長寿課長。 

○かがやく長寿課長（井田時夫君） 谷進介議員にお答えします。 

 介護保険事業のほうから出ている分については、配食の本体の部分じゃなしに、配食に

行ったときに見守りをするネットワークの部分への委託という形で事業のほうを実施して

おります。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） ９番、谷進介議員。 

○９番（谷進介君） そうしましたら、この配食本体は、美浜町が主体となって、社会福

祉協議会へ云々とかそういうことにはなってない。配食サービスちゅうんは、配食のサー

ビス本体の事業はですよ、うちとは関係ない事業なんでしょうかね。 

○議長（繁田拓治君） かがやく長寿課長。 

○かがやく長寿課長（井田時夫君） 谷進介議員にお答えします。 

 配食の食事の部分については、始まりが多分もともとは社協のほうでボランティアさん

が配るという形の事業がありまして、その事業があったので、そこへ町として、その見守

りの部分を追加でお願いしたというところでございます。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） ないですか。１０番、鈴川議員。 

○１０番（鈴川基次君） シルバー人材センターの補助金、６６ページですね。今年

２，５００千計上されています。これは４年ほど前から委託してされた事業だと思うん

ですけれども、去年までは２，０００千が今年２，５００千ということですけど、この
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２，５００千の内訳ですね。１人役場職員のＯＢがずっと事務所で、いろいろ事務的な作

業をされてるのはよく知ってるんですけれども、だから、この２，５００千の内訳ですね、

この補助で積算の２，５００千をどのように使われているかということ１点と。それと、

シルバー人材の現況ですね、現在登録している人、また、仕事の受注の内容ですね、であ

ったり、多分時給、最低保障のあれですかね、そういうのも働いてると思うんですが、現

況についてシルバー人材の、ちょっと分かる範囲で結構ですので、お願いします。 

○議長（繁田拓治君） かがやく長寿課長。 

○かがやく長寿課長（井田時夫君） 鈴川議員にお答えします。 

 ２，５００千円の７年度補助金ということですが、令和５年、それから令和６年につき

ましては２，０００千円で補助しております。それで、５００千円今回増加になった部分

なんですけど、内容としましては、前年度からの繰越金が３５０千円今回少なくなるとい

うことと、それから事務局の職員さんの人件費が少し上がってくるということで、１５０

千円見まして、それで５００千円今回増額となっております。 

 それで、町からのこの補助金の内訳、使う内容なんですが、まずは事務局の人件費、そ

れからコピー機のリース料、それから通信料、それから事務所に関係する備品購入費等の

経費に町から補助をしているという形になります。 

 それで、登録のほうですが、これは令和６年度途中で、ちょうど当初予算を立てるとき

にシルバーのほうに確認を取った中では、現在、会員数については３７名、男性が３０名

と、それから女性が７名という内訳になっております。 

 それから、作業の受ける件数につきましては、令和５年度の実績でいきますと１９７件、

それから、その１年前の令和４年度のときは１７３件になっています。 

 それで、令和６年の分は、まだ集計した資料をもらえてないので、ちょっと分からない

んですが、ほぼ横ばいぐらいでいけてるんかなという感じを持っております。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） １０番、鈴川議員。 

○１０番（鈴川基次君） 分かりました。 

 １７３件、１９７件、これは多分役場のいろんな作業も委託しているというようなこと

を聞いてます。 

 だから、ある程度固定したそういう作業があるんで、誰でもできるような作業もあると

いうことだと思うんですけれども、これはもうだから作業で得た収益はもう全部作業した

人に配ってるんかな。幾らかその中からまた運営費に回しているとか、そういうんじゃな

くて、働いた人の分はもう全部全て人件費に回しているという感覚でいいんかどうか。 

 それと、だいたい時給にしてどのぐらい、別に答えにくかったらいいんですけれども、

大体１人当たり年間どのぐらい、平均したらですよ、シルバー人材で働いてる人は、収益

が出ているのかなということをもし分かればお願いします。 

○議長（繁田拓治君） かがやく長寿課長。 
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○かがやく長寿課長（井田時夫君） 鈴川議員にお答えします。 

 基本は、作業の時間数に応じて、１人当たり、ちょっと、今正確な数字は分からないで

すけれども、たしか１千ちょっとだったと思うんです、１時間にして。それの金額に、シ

ルバー人材の経費ということで、プラス１５％上乗せして依頼者の方からお金を頂いてお

り、その１５％はシルバーのほうに入って、作業される方については、その１千幾らの時

給は丸々お渡ししているという格好になります。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） １０番、鈴川議員。 

○１０番（鈴川基次君） やはりどのぐらい、平均でいいです、年間ね。だから、トータ

ルからそれを人数で割ったら大体平均が出てくると思うんですけれども、シルバー人材で

出てるんかどうか。 

○議長（繁田拓治君） かがやく長寿課長。 

○かがやく長寿課長（井田時夫君） 鈴川議員にお答えします。 

 きちっとした数字のほうはシルバーのほうからもらっていないんですが、今、令和５年

度の実績の総収入の金額から、そのときの会員数で単純に割りますと、おおむね１人当た

り１００千円程度になるかと思います。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） ２番、龍神議員。 

○２番（龍神初美君） ６８ページです。 

 それの１９の扶助費のそのうちの新しいやつだったと思うんですけど、身体障害者自動

車改造助成金の１００千円ですけれども、これは何件分の費用になりますか。 

○議長（繁田拓治君） 子育て健康推進課長。 

○子育て健康推進課長（谷輪亮文君） 龍神議員にお答えします。 

 これは、前からこういう事業はあるんですけれども、何年に１回ぐらいしか出てけえへ

んような事業なんです。これは１００千円が１件分になります。 

 今回もうなかったらほかに流用せなあかんので、予算には１件載せとこうかということ

で計上しております。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） ９番、谷進介議員。 

○９番（谷進介君） ９番。７３ページの放課後児童健全育成事業。自分なりに前年度の

委託料は３０，７９８千円と、今年度はこの計上。これは、要は今後どうなっていくとか、

そのあたりのめどとか、いろんなことがあるのでしたら、それをお聞きしたいんです。 

○議長（繁田拓治君） 教育課長。 

○教育課長（河合恭生君） ここの動きというところでございますけれども、基本、大半、

主になるのが人件費でございます。 

 フルタイムの職員が今３名ずつ６名で、週４日ないしは週５日のパートタイムがそれぞ
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れ３名ずつで、さらに夏休みとか長期休暇の休みの期間中だけちょっと来ていただける方

というのもそれぞれ１名ずつ確保しているというような状況での報酬、給料、職員手当、

共済等々でございます。私どもが考えておりますのは、基本、今の職員数、スタッフ数に

ついては、もうこれが上限というふうに考えてございます。 

 今後、利用者数が増えれば、その辺はまた考慮させていただきますし、もし仮に減ると

なればですね、その辺はまたパートタイムでの調整とか、そういうところで考えていきた

いと思っておりますので、現状これぐらいの予算で例年というところかなと思ってるとこ

ろでございます。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） ９番、谷進介議員。 

○９番（谷進介君） ９番。あと、もう一点は、仮定の話で恐縮ですけれども、小学校が

一つになれば、これもそれまで、まさか分かれて運営じゃなしに一つになるんだろうと思

う。しないという選択肢もあると思うんですよ、当然、住居の関係もありますのでね。学

童ということは、低学年なので。その辺、もし一つにしていくっていうようなおつもりが

あるのかどうかだけお聞きします。 

○議長（繁田拓治君） 教育長。 

○教育長（塩﨑善彦君） 谷進介議員のご質問にお答えいたします。 

 小学校統合となれば、当然、統合校の近くとか、その敷地内に新しく建築することにな

ると思います。したがいまして、１か所というふうに今のところ考えているところでござ

います。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） 次に、第４款衛生費について細部説明を求めます。 

 予算書の７５ページから８２ページまでです。住民課長。 

○住民課長（中西幸生君） 次に、７５ページから８２ページまでの衛生費についてご説

明申し上げます。 

 ７５ページの衛生費、保健衛生費は３億１７，０２１千円でございます。 

 保健衛生総務費２億２８，４７０千円は、職員６名分の人件費と乳幼児健診に係る報償

費２，２２２千円、委託料は妊婦健康診査、産後ケア事業、出産後の健診費用を助成する

ための産婦健康診査費で審査費を計上してございます。 

 ７８ページの負担金補助及び交付金は、ひだか病院への負担金１億３５，５５３千円で

ございます。 

 扶助費は、少子化対策として、妊婦健康診査費や不妊治療費、新生児の聴覚検査、妊婦

支援給付金や妊産婦アクセス支援事業でございます。 

 水道事業会計への出資金は９，５３４千円でございます。 

 予防費７５，２６８千円は、会計年度任用職員１名分の人件費と各種健診や予防接種に

係る経費を計上してございます。 
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 ７９ページの環境衛生費１１，１０５千円は、一斉清掃の報償費や斎場の燃料費、光熱

水費、火葬業務の委託料を計上してございます。 

 墓地基金費４３９千円は、墓地基金への積立てでございます。 

 墓地管理費１，７３９千円は、墓地管理に要する経費を計上してございます。 

 ８１ページの清掃費は１億９８，９７４千円でございます。塵芥処理費１億５０，３７６

千円は、報償費１，７００千円は指定ごみ袋販売手数料、需用費６，１０４千円は指定ご

み袋作成の費用を計上してございます。 

 委託料５３，５６７千円は、ごみ収集委託５３，２３７千円、障害者就労施設にペット

ボトルの回収業務を委託する費用として３３０千円、使用料及び賃借料６０７千円は、ご

み集積場所監視カメラ借上料でございます。 

 負担金補助及び交付金８８，２２６千円で、清掃センター負担金８６，２９１千円、資

源ごみ集団回収助成１，７６０千円でございます。 

 し尿処理費４８，５９８千円は、クリーンセンター負担金４４，６０９千円、浄化槽設

置整備事業３，９２９千円でございます。 

 衛生費の合計は５億１５，９９５千円、対前年度比１億２，３６４千円の増額で、歳出

予算全体に占める割合は１１．０％でございます。 

 以上で、衛生費の細部説明を終わります。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げ

ます。 

○議長（繁田拓治君） これから質疑を行います。９番、谷進介議員。 

○９番（谷進介君） ９番。今さら質問してちょっと恥ずかしいかも分かりませんが、

７６ページで、妊婦健康診査費、幾つか飛んで、新生児聴覚検査費、次の次のページ、

７８ページでも、今度は扶助費になります。妊婦健康診査費、扶助費ですね。 

 同じく新生児聴覚検査費も、これは助成事業。委託料で出すのだったら、どこか病院に

行ったときにお金を。いや、どうもこの辺の区別というか、それがちょっと意味合いが分

からないので、ざくっと分かりやすく説明をお願いしたいっていうのと、７８ページの一

番下のは委託料ですが、予防接種委託料。これ３割ほど、当初予算ですが、前年度とは増

えてますので、そのあたり。 

 もう一遍に言うとこかな。 

 それと、ごみ収集委託料、微妙に、本当に１０万とか２０万の幅で、前年、前々年で、

ずっと減額にはなってるんですけれども、そんな１０万や２０万の差が出るっていう、そ

のあたりのロジックがよく分からないので、ご説明を願えたら。 

 それと、清掃センター及びクリーンセンターの負担金が、それぞれ当初予算で２割、３

割とアップになっておりますが、そのあたり、ご説明事項があるんであれば、お願いした

い。 

○議長（繁田拓治君） 子育て健康推進課長。 

○子育て健康推進課長（谷輪亮文君） 谷議員にお答えします。 
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 まず、妊婦健康診査費とか新生児聴覚検査なんですけれども、委託料であるんと、また

扶助費と分かれているのはなぜかという話なんですけれども、扶助費のほうは、里帰りの

出産とかで向こうで検査したら、それを本人宛てに償還するために扶助費になっておりま

す。委託料については、もう医療機関にうちのほうから請求が来て払いますんで、そうい

った具合で委託料と扶助費に分かれております。 

 それと、予防接種の委託料なんですけれども、何で増えたんかというんが、令和７年か

ら帯状疱疹ワクチンが定期接種が始まります。その分で、今のところ予定では４５０回数、

対象人員として５６４名ありまして、それ掛ける４０％ぐらいの計上を一応しております

んで、９，９００千円ほど増えるというふうな格好で増えております。 

 以上でございます。 

○議長（繁田拓治君） 住民課長。 

○住民課長（中西幸生君） 谷進介議員にお答えします。 

 ごみ収集委託の金額の関係ですけれども、大体年間前年度比１００千円減ぐらいでいっ

ているんですけれども、実際この予算を組むときに当たりまして、委託業者と話をしまし

た上で、前年度、昨年度ですね、ごみの量とか、あと人件費、今いろいろ物価も高騰して

いますので、そういうふうなところを加味した上で、私どもも設計をしまして一応予定価

格は設けてます。 

 それ以上になることは絶対駄目ですんで、それらを加味した上で、今年度、令和７年度

についても、据置きしてくれんかという話もあったんですが、やはりごみの量、人口が減

ってる以上、ごみの量が減ってますんで、やっぱりそれはちょっと説明がつかないという

ことで話をした結果、大体毎年１００千ぐらいの減でいってる方向になっております。 

 それと、清掃センターとクリーンセンターの負担金に関してですけれども、清掃センタ

ーについては、もう基幹改良工事と、この間からのプラスチック関係の工事が終わって、

今、負担金が増えているのは、起債の償還が始まってるんです。その関係で、今、負担金

が増えております。 

 それと、クリーンセンターについては、今、真っただ中で、汚泥再生処理センターをや

っておりますんで、その建設工事に伴う負担金が増えている状態で、これもいずれは起債

の償還も入ってきますんで、また増えてくることは確実になっております。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） ９番、谷進介議員。 

○９番（谷進介君） じゃ、新生児聴覚云々は、対象者は大体何人ぐらいをそれはしてい

るのでしょうか。それと、塵芥処理費の話ですが、人件費でこれだけ上がってて、これは

前年からやったら１１９千円かな、そんな差なので、ということは今後、値上がりと言う

たらおかしいな、前年度よりも必ず下がるということ以外ということも視野に入れておか

なければいけないということですか。その２点。 

○議長（繁田拓治君） 子育て健康推進課長。 
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○子育て健康推進課長（谷輪亮文君） 谷議員にお答えします。 

 新生児の聴覚検査、何人ぐらい今予定しているんか。これが結局、何人ぐらい出生見込

みをしてるんかということなんですけれども、一応ちょっと多いめに３０名で計上してお

ります。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） 住民課長。 

○住民課長（中西幸生君） ごみの収集委託料ですけれども、今は人口減少とともにごみ

の量も減ってる。でも、実際は人件費が上がってるとか、物価が上がっているとかもある

んですけれども、この人口減少が例えば緩くなってきて、ごみの量が昨年度とあまり変わ

らない状態で、逆に人件費が上がっている、物価が上がっているとなれば、その場合は委

託料が上がるということもあり得ると思います。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） ８番、古山議員。 

○８番（古山経生君） ちょっとお聞きしたいんですけれども、８１ページと８２ページ

で、し尿処理費とごみ収集委託で、結構な金額なんですけど、そこで、ほかにやりたいよ

という人が出てきたら、資格その他もろもろそろってあれば、参入できるんですか。それ

とも、また入札になるんですか。 

○議長（繁田拓治君） 住民課長。 

○住民課長（中西幸生君） お答えします。 

 まずは、新しい業者が参入できるのかというところなんですけれども、廃掃法の中で、

ちょっと今手元にないんですけれども、やはり設備が整っている、実績があるとか、そう

いう条件がございまして、その条件をクリアしなければ無理なんですけれども、そのハー

ドルがかなり高くて、新たに参入というのは、なかなか難しいところです。 

 それと、競争原理、要するに入札とかいう話ですけれども、ごみ収集に関しては、過去

に最高裁でも争った判例がございまして、この性質については競争をするものではないと

いうような最高裁の判例もございますんで、そういうことで入札というものは行っており

ません。今後も行いません。 

○議長（繁田拓治君） ２番、龍神議員。 

○２番（龍神初美君） 今のごみ収集委託のところですけれども、前に何かごみ収集のル

ートが変わったらやっぱり値段も変わってくるというような、ちょっと疑うたことがあっ

て、それで今の話だったら、ごみの分量と人件費の高騰というんだけ言ってたんですけれ

ども、やっぱりこのルートを変えてほしいというのは毎年あると思うんです。私ら地域で

いてても、ちょっとルートが変わったら、予算のこともあるんで、一気にいきませんとい

うて説明はするんですけれども、やっぱりそのルートを変えるというのも、今はルートが

変わってないさかい、あんまりお金も変わってないというような取り方という部分もある

のでしょうか。 
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○議長（繁田拓治君） 住民課長。 

○住民課長（中西幸生君） お答えします。 

 そのルートが変われば、やはりルートが増えるということになれば、収集時間も長くな

りますんで、やはりそうなれば委託金額へも乗ってくる可能性はございます。 

 現状、今のルートというのは、もうかなり昔からこのルートは設定されております。そ

れも皆さんご納得した上でのルートになっておりますので、もし委託料が減るような要素

のルートがあれば、そういうふうなことは、そのときにはお話をさせてもらうんですけれ

ども、なかなかうちの家の前へ取りに来てくれよという簡単なものでは、ルート変更はし

ておりません。 

○議長（繁田拓治君） ５番、山﨑議員。 

○５番（山﨑悦子君） ページ８０ページの予防接種に関してお尋ねいたします。 

 先ほど課長がおっしゃってましたように、帯状疱疹ワクチンに関しましては定期接種と

いうことで今年からなるということなんですけれども、その方法ですね、二通りあったか

と思うんですけれども、生ワクにするかとか２回接種にするかという事で、随分お金の金

額も違ってたかと思うんですが、我が町ではどういうふうな形、もしくは国ではどのよう

な形で方策されてるんでしょうか。 

○議長（繁田拓治君） 子育て健康推進課長。 

○子育て健康推進課長（谷輪亮文君） 山﨑議員にお答えします。 

 一応、シングリックスとビケンと両方選択できるように考えてございます。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） ４番、松下議員。 

○４番（松下太一君） ４番。同じ関連といえば関連やけれども、新型コロナの予防接種、

これなんですけれども、この委託料、これは多分、各医療機関で今接種してるんで、そこ

へ行くお金かなと思うんですけれども、今現状のどういった対象の人に、役場から受けて

くださいよという通知行きますよね、その対象者と実績今どうかなということです。 

 今現在、コロナ、インフルというん結構はやってるように聞くんですけれども、皆さん、

こい対象者の方、受けてるんかなというような心配もございます。それで、実績をちょっ

と教えていただきたいと思います。そいと同時にインフルエンザもお願いします。 

○議長（繁田拓治君） 子育て健康推進課長。 

○子育て健康推進課長（谷輪亮文君） 新型コロナとかインフルエンザはどういう対象で

やっているかということなんですけれども、これは一応６５歳以上というんが、もうまず

定期接種の基本なんです。それと、あと重度の障害があって、医師が打ったほうがいいと

認めた者という格好になりますんで、対象者としましては、この令和７年では２，６１６

名で計上してございます。 

 あと、インフルエンザについては、接種率、この計上は７０％ですけれども、大体

６０％ぐらい、今現在の実績で６０％ぐらいあるかなというふうに考えてございます。 
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 コロナにつきましては、まだ実績が確定しておりませんけれども、三十数％だったと思

います。今４０％で一応計上しておりますんで、だんだんだんだんコロナのほうについて

はちょっと減ってきてるんかなというふうには考えてございます。 

 インフルエンザは、もう大体６０％代後半ぐらいをずっといってるんかなというふうな、

うちのほうは一応、接種の自己負担無料でさせていただいておりますんで、皆さん、これ

で打っていただいて、かからないようにというふうに考えてございます。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） ４番、松下議員。 

○４番（松下太一君） 私の場合は来たら必ず打つようにしているんですけれども、やは

り今コロナもだんだんだんだん皆の考えが薄れてきたというんか、あんまり養生してへん

ような気もいたします。 

 今後、このコロナの予防接種というのはどうなっていくんかというんが心配なところな

んですけれども、そこらはどうですか。 

○議長（繁田拓治君） 子育て健康推進課長。 

○子育て健康推進課長（谷輪亮文君） コロナの接種なんですけれども、今インフルエン

ザだったら１回当たり５，４５０円ぐらいで打てるんですけれども、コロナのほうがまだ

今１５，６００円とか、１回当たり１５，０００円超してきてるわけなんです。 

 それで、６年度については国のほうからも８，３００円の手当てがあったんですけれ

ども、今年度はちょっと手当てが見込めていないということで、一回打ったらもう１万

５，０００円くらい要るかなというふうな格好で、ただ、もう一応５類に落ちてますんで、

だんだんだんだん接種者は減ってくるんかなというふうには考えてございます。大きく増

えることはないんかなというふうには考えてございます。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） ４番、松下議員。 

○４番（松下太一君） 聞きたいんは、役場のほうでは、これからまだ続けていってくれ

るんかなというのがあります。そこらはどうですか。 

○議長（繁田拓治君） 子育て健康推進課長。 

○子育て健康推進課長（谷輪亮文君） 当然、定期接種の中なんで、これはもう続けざる

を得ない。いや、勝手にやめることができないんで、一応続けていく。任意接種について

は、当然、選択性はあるんですけれども、定期接種は続けていかなければならないという

ふうに考えてございます。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） ８番、古山議員。 

○８番（古山経生君） 先ほどのあれになりますけれども、入札はなくなるけれども、他

者というか、やりたいという人は、その他資格もろもろがクリアしたら参入はできるとい

うことですか。入札はしないと言ってたので、参入はできるということなんですか。 
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○議長（繁田拓治君） 住民課長。 

○住民課長（中西幸生君） 先ほども言うたんですけれども、そのハードルがかなり高い

んですね。ですので、参入というのは、ほぼできないという形だと思ってもらったらいい

と思います。 

○議長（繁田拓治君） ５番、山﨑議員。 

○５番（山﨑悦子君） すみません、先ほどお尋ねするのを忘れました。帯状疱疹なんで

すけれども、その実施年齢ですとか、国のほうでは６５歳以上というふうなことを言われ

ていますが、毎年打つことはないですね、段階的に今年は６５歳以上とか６０歳とかとい

うふうなところは、もう町のほうで順次決められているんでしょうか。 

○議長（繁田拓治君） 子育て健康推進課長。 

○子育て健康推進課長（谷輪亮文君） 山﨑議員にお答えします。 

 定期接種になったということで、これは国のほうでは６５歳が定義になったということ

なんですけれども、一応７０歳、７５歳、８０歳、８５、９０、９５、１００歳以上と、

この５年の刻みは定期接種で残っております。それと、あと町のほうで昨年度から５０歳

以上の任意接種の助成をしていますけれども、これも一応その隙間の世代全てに対応する

予定でございます。 

 だから、定期接種を待ったら無料で打てるけれども、お金を払ってでも先に打ちたいと

言う人もあるかも分かりませんので、一応、皆さんに対応できるようには考えてございま

す。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） ありませんか。 

 次に、第５款農林水産業費から第６款商工費について細部説明を求めます。 

 予算書の８３ページから９４ページです。農林水産建設課長。 

○農林水産建設課長（大星好史君） ８３ページから９４ページまでの農林水産業費及び

商工費についてご説明申し上げます。 

 ８３ページの農林水産業費、農業費は８８，１５６千円でございます。 

 農業委員会費１０，５５９千円は、農業委員会の報酬と職員の人件費が主なものでござ

います。農業総務費２６，９７９千円は、職員３名分の人件費と農業研修センター指定管

理料、負担金補助及び交付金では、町農業振興研究会等の各種団体への負担金や有害鳥獣

捕獲支援事業補助金を計上してございます。 

 ８５ページの農業振興費１６，６３２千円は、負担金補助及び交付金、農地活用支援事

業３，１００千円、多面的機能支払交付金１，２２６千円、野菜花き産地強化事業補助金

１，０５７千円でございます。 

 農地費３３，９８６千円は、負担金補助及び交付金、投資及び出資金では、下水道事業

会計（農集）の補助金と出資金を計上してございます。 

 ８７ページの林業費は５８，７６９千円でございます。林業総務費５８，７６９千円は
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保安林作業員の人件費と、委託料３２，１４８千円は保安林の松くい虫防除事業として薬

剤地上散布を計上してございます。 

 使用料及び賃借料２，１６６千円は、重機借上料、保安林作業用のダンプの借上料、

９０ページの負担金補助及び交付金は、煙樹ヶ浜保安林保護育成会への補助や森林クラウ

ド協議会負担金でございます。 

 水産業費は１５，１２２千円でございます。水産業振興費は１０，７６２千円で、委託

料は水産加工販売施設新築工事設計委託業務でございます。負担金補助及び交付金では、

漁業研究助成９００千円、三尾漁協上架施設改修補助１，８４６千円、紀州日高漁協資源

放流事業７９２千円は昨年度に引き続き計上してございます。漁港管理費は１，２１５千

円は、漁港管理に要する経費でございます。 

 ９１ページの漁港建設費３，０４５千円は、三尾漁港海岸漂着物等地域対策推進事業を

計上してございます。 

 美浜町水産業振興基金１００千円は、利子積立金でございます。 

 農林水産業費の合計は１億６２，０４７千円、対前年度比３，７７３千円の増額で、歳

出予算全体に占める割合は３．５％でございます。 

 商工費は２７，２４７千円でございます。 

 町商工会への補助金４，５００千円や観光費は１９，３６３千円でございます。煙樹海

岸キャンプ場の運営に関する経費として、キャンプ場の管理人の人件費、９４ページの委

託料は、潮騒かおる煙樹ケ浜憩いの広場等の清掃委託、使用料及び賃借料は、ピーク時の

混雑解消のため、仮設トイレ借上料２３８千円でございます。工事請負費は、三尾海猫島

観光トイレ解体工事でございます。負担金補助及び交付金では、各種協議会への負担金を

計上してございます。 

 商工費の合計は２７，２４７千円、対前年度比９，５４３千円の減額で、歳出予算全体

に占める割合は０．６％でございます。 

 以上で、農林水産業費及び商工費の細部説明を終わります。よろしくご審議賜りますよ

うお願い申し上げます。 

○議長（繁田拓治君） これから質疑を行います。９番、谷進介議員。 

○９番（谷進介君） 何も聞かないのもあれなので、９２ページの下のほう、印刷製本費、

これなんか１０倍ですよね。何か新たにつくるのかな、町のパンフレットとかと思いまし

て、何をするんですか。 

○議長（繁田拓治君） 防災まちづくりみらい課長。 

○防災まちづくりみらい課長（北村卓也君） 谷進介議員にお答えいたします。 

 ９１ページ、９２ページの観光費の印刷製本費でございます。 

 これにつきましては、キャンプ場施設の使用許可の申請書であったり、観光パンフレッ

トを増刷したりですね、今回、新たにですけれども、キャンプ場でですねステッカーを作

成しようと考えてございます。それに要する費用を計上させていただいてございまして、
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合計９３３千円ということでございます。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） そしたら、次に第７款土木費について細部説明を求めます。 

 予算書の９３ページから１０２ページまでです。農林水産建設課長。 

○農林水産建設課長（大星好史君） 次に、９３ページから１０２ページまでの土木費に

ついてご説明申し上げます。 

 ９３ページの土木費、土木管理費は４９，５００千円でございます。 

 土木総務費は、職員６名分の人件費と事務経費や、９６ページの負担金補助及び交付金

は各種負担金等を計上してございます。 

 道路橋梁費は１億５，３７４千円でございます。道路橋梁総務費４，００８千円は、防

犯灯に係る経費でございます。 

 道路維持費３９，１３９千円は、道路作業員の人件費や道路補修に係る経費で、町単独

工事は２５，０００千円を計上してございます。 

 ９７ページの道路新設改良費６２，２２７千円は、役務費は地積測量図作成手数料

１，６５０千円でございます。委託料は、内水浸水想定区域図作成委託業務１６，０００

千円、町単独工事４０，０００千円は道路拡幅や排水改良等７件の工事を予定しておりま

す。公有財産購入費は９７４千円、補償補填及び賠償金は電気通信設備移転補償費１，６００

千円で道路拡幅工事に伴う費用でございます。 

 河川海岸費は２，２９９千円でございます。 

 河川海岸保全費１，４３２千円は、県河川協会５５９千円、西川河川改修事業推進協議

会への補助金７００千円でございます。 

 砂防費８６７千円は、全国治水砂防協会への負担金と県土砂災害対策事業に対する負担

金でございます。 

 ９９ページの港湾費は１，２４４千円でございます。港湾管理費は、日高港浜ノ瀬地区

緑地公園の清掃管理委託費用を計上してございます。 

 都市計画費は８３，８６９千円でございます。 

 都市計画総務費２０７千円は、都市計画に要する経費でございます。 

 下水道費８３，６６２千円は、負担金補助及び交付金、投資及び出資金で、下水道事業

会計（公共）の補助金と出資金を計上してございます。 

 １０１ページの住宅費は１５，９８７千円でございます。 

 住宅管理費１３，９７６千円は、大浜団地、和田Ｂ団地、Ｃ団地の維持管理経費を計上

してございます。令和７年度は、町営住宅和田Ｃ団地電気温水器取替工事を計上してござ

います。 

 住宅基金費２，０１１千円は、住宅基金の利子分のほか、町営住宅の大規模修繕に備え

２，０００千円を積み立ていたします。 

 土木費の合計は２億５８，２７３千円、対前年度比１億４２，０３４千円の減額で、歳
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出予算全体に占める割合は５．５％でございます。 

 以上で、土木費の細部説明を終わります。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げ

ます。 

○議長（繁田拓治君） これから質疑を行います。２番、龍神議員。 

○２番（龍神初美君） ２番。１００ページをお願いします。都市計画総務費の１３番、

使用料及び賃借料、和歌山県営繕複合単価使用料の１１６千円の説明をお願いします。 

○議長（繁田拓治君） 農林水産建設課長。 

○農林水産建設課長（大星好史君） お答えします。 

 まず、この予算は、今年度初めて計上された経費でございまして、これは主に建築工事

なんか行う場合、ソフトを使った単価設定というのを行うんですけれども、今までは見積

りであったりですね刊行物を用いて計算していたんですけれども、和歌山県のほうで、こ

ういうふうな営繕単価というのがもう既にシステムでつくられております。 

 これの導入に当たっての経過ですけれども、それを使用するのに使用料としてお金を支

払うわけなんですけれども、一つの理由としましては、週休２日制度の工事期間の設定、

土木工事についても週休２日でやりなさいよというふうなことを４月１日からやっていく

予定になってますんで、それに伴う計算が、かなり複雑になってきまして、一つ一つ積み

上げていきますと、なかなか効率が悪いということで、和歌山県の単価を使用させていた

だくというようなことです。 

○議長（繁田拓治君） ９番、谷進介議員。 

○９番（谷進介君） ９番。単純に、９６ページの一番下、公用車って、どこで何を買う

のかなって。軽トラックかなみたいなところはあるんですけど。 

 もう一点、９８ページです。真ん中あたりの委託料、前に多分説明を聞いたと思うんで

すけれども、内水浸水想定区域図作成、多分このハザードマップが出来上がるのかなと思

うんですけれども、これはそれでいいのかと。それだったら、いつ頃出来上がるのかとい

うのをお教えください。 

○議長（繁田拓治君） 農林水産建設課長。 

○農林水産建設課長（大星好史君） お答えします。 

 まず、９６ページの公用車、これは議員おっしゃるとおり軽トラの購入でございます。

これは、今使用している軽トラがですね平成８年の軽トラでございまして、３０年ほどず

っと使っていたんですけれども、なかなかもう部品もなくなりというようなこともござい

ますので、新しく買換えをする経費でございます。 

 それと、内水浸水想定区域図作成ですけれども、これは補正のときもお話しさせていた

だきましたけれども、令和６年、７年の２か年事業でございまして、水防法の改正により、

こういうふうな内水浸水想定の図面をつくらなあかんと、ハザードマップをつくってくだ

さいというようなことで着手しております。完成はですね、令和８年３月を予定してます

んで、２か年の事業ということで、昨年度は９，０００千円、今年度は１６，０００千円
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の２５，０００千円で作成するということでございます。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） ４番、松下議員。 

○４番（松下太一君） ４番。港湾費の委託費の清掃委託、今まで説明あったんかもしれ

ませんけれども、いま一つちょっと教えていただけますか。 

○議長（繁田拓治君） 農林水産建設課長。 

○農林水産建設課長（大星好史君） 委託料について説明いたします。 

 これは、ご存じのとおり、浜ノ瀬の通称亀公園と言われるとこのトイレと、あと芝生の

部分の清掃でございまして、浜ノ瀬区のほうへ管理委託しているというようなことでござ

います。当然トイレもございますので、トイレの掃除と年に数回の芝生の管理というよう

なことでございます。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） ないですか。 

 しばらく休憩します。 

 再開は２時４５分。 

午後二時三十一分休憩 

   ―――・――― 

午後二時四十五分再開 

○議長（繁田拓治君） 再開します。 

 次に、第８款消防費について細部説明を求めます。 

 予算書の１０１ページから１０６ページまでです。防災まちづくりみらい課長。 

○防災まちづくりみらい課長（北村卓也君） 次に、１０１ページから１０６ページまで

の消防費についてご説明申し上げます。 

 １０１ページの消防費は４億７３，６９３千円でございます。 

 非常備消防費１７，３９７千円は、消防団員１０２名の報酬７，２７８千円等、その他

消防団活動に要する経費を計上してございます。 

 １０３ページの消防施設費１億３０，２６９千円は、浜ノ瀬消防車庫新築に要する工事

管理委託業務と新築工事、合わせて８０，６９７千円と、和田西畜産センター敷地内の防

火水槽更新工事２５，０００千円を計上してございます。 

 備品購入費の消防車両購入費１９，７３０千円は、積載車２台、広報車１台を購入いた

します。 

 災害対策費２億９，００２千円は、需用費の誘導灯新設は、和田西地区避難場所の谷口

川砂防ダム周辺へソーラー避難誘導灯を新設いたします。 

 役務費、電話料は、衛星携帯電話料金、防災・防犯カメラ、防災行政無線の親局、子局

に係る費用でございます。 

 委託料、防災行政無線保守管理４，６９７千円は、防災行政無線通信設備に係る保守管
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理料、１０６ページの小学校スロープ新設工事設計委託業務５，７６４千円は、避難所と

なっている各小学校に高齢者等がより安心・安全に避難できるよう、津波避難用スロープ

の新設工事設計委託業務でございます。 

 防災行政無線同報系システム機能強化業務６７，８７０千円は、役場庁舎内にある防災

行政無線装置の更新に伴う委託業務に要する費用でございます。 

 Ｊ－アラート受信機更新委託業務４，０７０千円は、役場庁舎内にある全国瞬時警報シ

ステム（Ｊ－アラート受信機）の老朽化に伴う次期受信機導入の委託業務に要する費用で

ございます。 

 工事請負費８１，３８３千円は、防災資機材や食料品等を備蓄する災害対策倉庫新築工

事と、ひまわりこども園避難階段新設工事を計上してございます。 

 備品購入費は、災害用備蓄品の購入と、現在保有する衛星携帯電話が令和７年度中にサ

ービス終了のため、新たな衛星携帯電話を３機購入いたします。 

 負担金補助及び交付金は、自主防災会に係る補助金や耐震設計・改修工事総合型事業

１３，１６０千円は、耐震改修・建て替え工事費用の補助金でございます。昨年に引き続

き、耐震シェルター・ベッド設置補助金１，９９５千円を計上し、家屋の倒壊から命を守

り、生存空間の確保を図ります。 

 常備消防費１億１７，０２５千円は、日高広域消防事務組合負担金と県防災ヘリコプタ

ー運行連絡協議会でございます。 

 消防費の合計は４億７３，６９３千円、対前年度比２億４３，３８２千円の増額で、歳

出予算全体に占める割合は１０．１％でございます。 

 以上で、消防費の細部説明を終わります。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げ

ます。 

○議長（繁田拓治君） これから質疑を行います。２番、龍神議員。 

○２番（龍神初美君） ２番。１０６ページです。 

 １７番の備品購入費のことなんですけれども、今回、災害用備蓄品と衛星携帯電話と出

ているんですけれども、私、去年のだったか、トイレトラックみたいな何か購入するよう

な計画のようなことをちょっと耳に挟んだんですけれども、何でこれを言うかというたら、

先ほど午前中の借入れのところで、緊防が今年１年でなくなるていうことなんで、今年し

ないのかなって思ったんですけれども、ここには載っていないんですけれども、その辺ち

ょっとお伺いしたいのですが、いかがですか。 

○議長（繁田拓治君） 防災まちづくりみらい課長。 

○防災まちづくりみらい課長（北村卓也君） 龍神議員にお答えいたします。 

 災害対策費の備品購入費についてでございます。 

 災害用備蓄品につきましては、おむつであったり、尿取りパッドであったりですね、女

性の生理用品であったりというようなところを購入する予定でございます。 

 それから、衛星携帯電話は７年度にサービスが終了するため、新たに３機を購入したい
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というような中身でございます。 

 それと、トイレトラックというようなお話がございましたかと思います。これにつきま

しては、当課としましても、るる検討しておるところでございますけれども、いろいろ調

査研究を重ねておるところでございまして、当初予算には計上には至らなかったというと

ころでございまして、今後はですね、もちろん緊防債も令和７年度で終了するということ

なんですけれども、ほかにまた代わるような起債も含めまして、考えていけたらなという

ふうなところでございます。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） ２番、龍神議員。 

○２番（龍神初美君） ２番。ほんで、その下です。負担金補助及び交付金のところの一

番下の特定空家等解体事業補助金の３，０００千ですけれども、今年何かこれ予定あるん

ですか。特定空家を壊す金額かなと私は勝手に思っているんですけれども、予定なんかは

ありますか。 

○議長（繁田拓治君） 防災まちづくりみらい課長。 

○防災まちづくりみらい課長（北村卓也君） 龍神議員にお答えいたします。 

 特定空家等解体事業補助金の３，０００千ということでございます。 

 実はですね、これは今までもですね予算には計上しておったところなんです。というの

はですね、実は表面に出ておりませんで、古家解体支援事業補助金の中に含んでございま

して、例年７，５００千が古家解体、それから特定空家が３，０００千円の昨年の予算書

にはですね１０，５００千円というような中身でございまして、より分かりやすくするた

めにですね、ちょっと分割をさせていただいたというような中身でございます。 

 もちろん、この特定空家等の解体補助金につきましてはですね、今、当町で現在４件の

特定空家がございます。なかなか進展することは、今はないんですけれども、今後ですね、

新たにって新規も含めましてですね、そういう特定空家に認定されることがありましたら、

この補助金を活用できますよということで、今回４件分を設けさせていただいているとい

うことでございます。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） ２番、龍神議員。 

○２番（龍神初美君） 午前中から、やっぱりいろいろ議論した行政代執行の件もござい

ますので、その辺も玩味された独立してはっきり名前を出して特定空家の対策をしますよ

というのか、その辺ちょっとお願いします。 

○議長（繁田拓治君） 防災まちづくりみらい課長。 

○防災まちづくりみらい課長（北村卓也君） 龍神議員にお答えいたします。 

 実は、分けたというのはですね意味がございましてですね、古家解体支援事業補助金と

いうのはですね国費が４分の１なんです。特定空家等解体事業補助金というのはですね、

今回も７年度の歳入にあるんですけれども、国費が２分の１というような補助金がありま
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してですね、より有利な補助金になるのかなというところもありまして、より原課としま

したら分かりやすいようにするために、ちょっと細節を割らせていただいたということで

ございます。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） ３回やったんか。 

○２番（龍神初美君） 今度は違うやつ。 

○議長（繁田拓治君） 龍神議員。 

○２番（龍神初美君） 今と違います。 

 同じところで、負担金補助及び交付金のところの耐震設計・改修工事総合型事業の

１３，１６０千ですけれども、これ去年まで１，１６６千円の１０件、国が５０、県が

３３３千円、町が３３３千円のやつだと思うんですけれども、今年１，５００千ほど増え

てます。これをお願いします。１件分とかじゃないんで、お願いします。 

○議長（繁田拓治君） 防災まちづくりみらい課長。 

○防災まちづくりみらい課長（北村卓也君） 龍神議員にお答えいたします。 

 耐震設計・改修工事総合型事業補助金ということでございまして、議員おっしゃられま

すように、昨年まではですね国費が５００千円、県費が３３３千円、町費が３３３千円と

いうことでございました。 

 本年度につきましてはですね、国も改正をされるということもございましてですね、

今回、国がですね５７５千円、県が３７０，５００円、町が同じく３７５千円の合計

１３，１６０千円に増額をさせていただいたということでございます。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） ほか、ないですか。関連は。 

○２番（龍神初美君） 今の関連。 

○議長（繁田拓治君） ２番、龍神議員。 

○２番（龍神初美君） ２番です。今ちょっと言い間違いだったんかも分からんけど、私、

聞いたんが、県が３７０，５００円、町が３７５千円と言うたんですけれども、どっちで

すか。同じ金額やと聞いたんで。 

○議長（繁田拓治君） 防災まちづくりみらい課長。 

○防災まちづくりみらい課長（北村卓也君） 龍神議員にお答えいたします。 

 申し訳ございません。県とですね町はですね３７０，５００円になります。申し訳あり

ません。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） ４番、松下議員。 

○４番（松下太一君） ４番。午前中にも歳入のところで聞いたんですけれども、和田小

学校のスロープなんですけれども、役場の中ですり合わせとか協議はできてないというこ

とをお聞きしたんですけれども、今回この委託業務は設計になると思うんですけれども、
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じゃ、工事は来年ということになりますよね。 

 ただ、一般質問で小学校の統合問題のときに、これから統合に向けての準備を加速させ

ていくというような答弁だったと思うんですけれども、早くできるだけしたいということ

ですよね。ここの避難階段とかこういうのは無駄にはならんとは思うんですけれども、そ

こらはもうしっかりすり合わせてほしいと思うんですけれども、そこらをちょっと聞かせ

てほしいのと。 

 もう一つが、先ほど龍神議員の備品購入費のところでのトイレトラックですね。トイレ

トラック、検討していってくれるんかな、そういう答弁だったと思うんですけれども、ト

イレトラックもいいんですけれども、仮設トイレとかっていうのは防災上考えていないん

かな。仮設トイレ、４つ、５つ持っといてもええんじゃないかと思うんですよ。 

 ていうのが、今回キャンプ場でも借り上げたしか出てましたよね。そんなんにも使える

し、あとは下水のときでも使える。いろいろ使い道はあると思うんですよ。ほた２０も

３０もといったら、置くところもないやろうと思うんで、そこらも置ける範囲で、ある程

度備えといてもええと思うんですけれども、そこらはどうですか。 

○議長（繁田拓治君） 防災まちづくりみらい課長。 

○防災まちづくりみらい課長（北村卓也君） 松下議員にお答えいたします。 

 まず、小学校スロープの新設工事の設計についてでございます。 

 午前中、そういうような質問もございまして、現在は関係者等々とすり合わせは行って

おらないのが現状でございます。もちろん、そういう跡地利用等も含めましてですね、今

後、考慮していきたいというふうには考えてございます。 

 それから、２点目のトイレトラックの件でございますけれども、現状はですね、何とか

トイレトラックを購入できないかな、トイレトラックになるのかどうかというところも含

めましてですね、今、検討を重ねているところでございます。今後どうなるかは、ちょっ

とまだ分かりませんけれども。 

 それと、もう一点、仮設トイレの話があったかと思うんですけれども、今、当課としま

したら、仮設トイレというところの検討には至っていないというのが現状でございまして、

トイレトラックもしくはトイレカーというのを念頭に置いて、今、考えておるところでご

ざいます。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） ４番、松下議員。 

○４番（松下太一君） 仮設トイレの件は、現在は検討に至っていないということなんで

すけれども、ただ、やっぱりレンタルでまあつんでるときはええと思うんですよ、何でも

ね。でも、いざ災害とかになってきたときに、よそもやっぱり使うと思うんで、そんなに

手に入るんかなという、ちょっと心配もある。ある程度、５つや６つあったところでどう

かというところなんですけれども、ないよりはましやと思うんです。４つ、５つ、備蓄と

言えへんのか、備えておいてもええんかなと思うんですけれども、どうですか。 
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○議長（繁田拓治君） 防災まちづくりみらい課長。 

○防災まちづくりみらい課長（北村卓也君） 松下議員にお答えいたします。 

 災害時のトイレにつきましてはですね、業者さんとですね災害時の協定を交わしてござ

います。それを活用できればなあというふうには現在までは考えてきたところなんですけ

れども、今ご質問の仮設トイレをどうかというようなことでございますので、まずは原課

としましてですね再度そういうことも視野に入れて検討を重ねていけたらなというふうに

は思います。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） ２番、龍神議員。 

○２番（龍神初美君） 去年の同じところでも、ちょっと話題に上ったと思うんですけれ

ども、空気整水器の件です。 

 何か一回勉強してみたいというようなお返事をここでいただいたかと思うんですけれど

も、ご検討していただけたか。その進捗状況というか、ちょっとお聞かせください。 

○議長（繁田拓治君） 防災まちづくりみらい課長。 

○防災まちづくりみらい課長（北村卓也君） 龍神議員にお答えいたします。 

 昨年ですね、議会の中で議員様から、そういうようなご質問をいただきまして、その後、

いろいろカタログ等も頂いて、その業者さんともコンタクトを取って、いろいろ原課とし

ても進めてきたところでございますけれども、何分７年度で、いろいろな工事とかですね、

そういうメニューがある中でですね、今回は空気整水器の計上には至らなかったというこ

とでございまして、何もしていないというわけではございませんで、業者さんとも連絡を

取り、その中身も伺った上で考えたところでございます。 

 今回には計上には至っていないというところでございまして、資料等はもちろん頭の中

にはございます。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） ６番、碓井議員。 

○６番（碓井啓介君） １０６ページの負担金補助及び交付金のところで、各地区自主防

災会運営補助金１，０００千円、これは県のパワーアップの３分の１、３分の２のやつの

至らんところおば町単でやりますと言ったやつ、去年あったと思いますけれども、それと

同じものなんでしょうか。 

○議長（繁田拓治君） 防災まちづくりみらい課長。 

○防災まちづくりみらい課長（北村卓也君） 碓井議員にお答えいたします。 

 各地区の自主防災会運営補助金１，０００千円でございます。これにつきましては、議

員おっしゃるとおりですね、パワーアップ補助金、県２分の１というようなところの対象

の補助金になってございます。 

 これにつきましては、各地区の自主防災会がですね、いろんな防災グッズを用意するの

に際して、町のほうが３分の２を補助させていただくということでございます。 
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 それから、昨年の４月からですね備蓄食料についても補助してほしいというようなご意

見を伺いましてですね、地区のほうから。３分の１を補助させていただいているというこ

とでございます。 

 上限につきましては１，０００千円ということでございますけれども、各地区、例年、

皆様、いろいろな機材等々を購入していただいてですね、準備していただいているところ

でございます。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） ６番、碓井議員。 

○６番（碓井啓介君） 難しいかも分かりませんけれども、県のパワーアップでは賄えん

とこを、食べ物ですよね、３分の１、それ以外のところで３分の２というような補助、こ

れは県では出せんけれども、ここでは出せますよみたいな、ちょっと目玉みたいなもんが

あったら教えていただけたらありがたいと思いますけれども。 

○議長（繁田拓治君） 防災まちづくりみらい課長。 

○防災まちづくりみらい課長（北村卓也君） 碓井議員にお答えいたします。 

 県で出せて、町でというようなお話でございますけれども、特段目玉というのはござい

ませんで、我々は県に準じて、そういう資機材の補助をさせていただいているというのが

現状でございます。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

○１０番（鈴川基次君） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

○議長（繁田拓治君） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

○防災まちづくりみらい課長（北村卓也君） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

○議長（繁田拓治君） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

○１０番（鈴川基次君） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

○議長（繁田拓治君） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

○防災まちづくりみらい課長（北村卓也君） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

○議長（繁田拓治君） ４番、松下議員。 

○４番（松下太一君） ４番。委託料の中で、水質検査料ってありますよね。間違ってた

らごめんなさい。これは個人の井戸の水質試験のことですよね。この水質試験、どこまで

の検査をしてるんかと、町内に何か所あるんかというのを教えていただきたい。 

○議長（繁田拓治君） 防災まちづくりみらい課長。 

○防災まちづくりみらい課長（北村卓也君） 松下議員にお答えいたします。 

 委託料のですね水質検査料ということでございます。 

 これにつきましては、美浜町内のですね各地区３か所ずつですね、合計３０か所を例年、
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町の負担で井戸の、もちろん住民の皆様の同意を得て、検査をさせていただいているとい

うことでございましてですね、あくまでも、この水質検査につきましては、飲み水ではな

くて生活用水の検査ということで、町のほうで検査をさせていただいているということで

ございます。 

 ちょっと件数は、今、手持ちでは全部はないんですけれども、例年３０か所を検査させ

ていただいているという現状でございます。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） ４番、松下議員。 

○４番（松下太一君） こういった井戸というのは、災害時にかなり役に立つとは聞いて

います。例えば能登半島の地震のときでも、たしか富山の辺りだったかな、そこでやっぱ

り湧き水が出ている工場が住民の方に開放したとか、そういった井戸で大分助かったとい

うのを聞いております。 

 だから、こういったのはええ思うんですけれども、ただ、そこまで検査するんだったら、

飲用に適するかどうかというところまでやったらどうかなとは思うんです。そしてまた、

もし各地区３か所でも足らなんだら、また役場でも井戸を掘って、そこおば確保しとくと

か、いろいろ方法はあると思うんです。 

 例えば、和田の第１水源って、昔あった、今の和田の東会場ですね、そこと、第２水源、

今のひまわりこども園ですね、少なくともここ。ただ、こいから、和田でいうたら東のほ

う、西のほうへ行っても水は出ると思うんです。吉原のほうに行っても、ええ水は出ると

思うんです。ただ、それが飲料に適するかどうかというのは分かりませんけれども、そこ

らは役場でもある程度確保してもええんかなというような気もするんですけれども、水質

検査と、飲用に適するかどうかと、それと井戸の確保という件について、お願いします。 

○議長（繁田拓治君） 防災まちづくりみらい課長。 

○防災まちづくりみらい課長（北村卓也君） 松下議員にお答えいたします。 

 この水質検査につきましては、例年、先ほど申しましたように各地区から選んでいただ

きました３か所について検査をしておりまして、結果を見てみますとですね、飲料水には

適さないというのがもうほとんどでございます。なかなか飲み水というところまでは、件

数はございませんで、生活用水が限度かなというように感じているところでございます。 

 なおですね、もちろん町内には、まだまだ井戸をお持ちの方もおられるかも分かりませ

んので、再度そういうところもチェックしながらですね、もしそういうふうに持っていけ

るのであれば、そういうところも含めて考えていけたらなとは思いますけれども、現状は

ですね、あくまで生活用水がオーケーなのかバツなのかというところの検査をさせていた

だいて、データを持っておるというのが現状でございます。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） ９番、谷進介議員。 

○９番（谷進介君） ９番。今のような、まさに命の水でありますので、そのあたり検査
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して駄目でも検討の手段の一つとして、名前は忘れたんですけど、移動式の浸透圧という

か、膜型の簡易浄水器は、もう本格的な浄水器で、１日数百立米ぐらいのようなシステム

が２ｔ、３ｔトラックに積んでいけるようなんがあるやに聞いておりますので、そのあた

りも、今お聞きした検査で生活用水はオーケーというのだったら、それを通せば、簡単に

飲み水、飲料水ですか、そんなふうに利用できるやに聞いたこともありますので、そうい

う情報は持ってられますか。また、ないのであれば、研究をして、今後、選択肢の一つと

いうような考えには至らないでしょうか。 

○議長（繁田拓治君） 防災まちづくりみらい課長。 

○防災まちづくりみらい課長（北村卓也君） 谷進介議員にお答えいたします。 

 議員おっしゃるように、移動式の浄水器ということでございますけれども、私自身は、

聞いたことはあるんですけれども、現物も見たこともございません。ですので、今後です

ね、調査研究をしていきたいなというふうには考えます。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） 次に、第９款教育費について細部説明を求めます。 

 予算書の１０５ページから１３０ページまでです。教育課長。 

○教育課長（河合恭生君） 次に、１０５ページから１３０ページまでの教育費について

ご説明申し上げます。 

 １０５ページの教育費、教育総務費は１億２３，７１６千円でございます。教育委員会

費は１，４９０千円、教育委員の報酬１，４００千円、そのほか教育委員会の運営に要す

る経費を計上してございます。 

 事務局費は１億６，７１９千円、就学支援員への報酬や教育長と職員４名分の人件費、

１０８ページでは、教職員に対する情報セキュリティー研修費用としての講師謝金、役務

費では、更新される学習者用端末の設定費用として１７，７６３千円、委託料では、小・

中学校へのＩＣＴ支援員の派遣に係る委託料を、備品購入費では、学習者用及び指導者用

端末の更新に係る費用として４０，４１７千円などを計上してございます。 

 教育諸費は５，０５８千円、各種協議会等への負担金や１１０ページの修学旅行補助、

総合的な学習、キャリア教育学習への補助金などのほか、大阪・関西万博教育旅行参加支

援事業補助金を計上、和歌山県の支援事業も活用し、児童・生徒全員に万博を体験してい

ただきたいと考えてございます。 

 外国青年招致事業費は９，３６２千円、令和７年度では、２名分の外国語指導助手に要

する経費を計上、８月より新たに１名を招聘する予定でございます。 

 教育施設整備基金費は１，０８７千円、利子積立金でございます。 

 １１１ページからの小学校費は１億１３，７３５千円でございます。 

 学校管理費は１億１１，０５１千円、医師報酬、薬剤師報酬とパートタイムの会計年度

任用職員である町単講師６名分の報酬、給料、職員手当等、共済費は、フルタイムの会計

年度任用職員である校務員と町単講師、小学校司書、合わせて１０名分の人件費でござい
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ます。 

 報償費１４０千円、旅費３３０千円、需用費は２４，０９４千円、役務費５，９１３千

円、委託料は６９４千円、１１４ページの使用料及び賃借料１４，３７０千円は、校務

用コンピューターの借上料や学習者用デジタル教科書のライセンス料など、工事請負費

２，８９０千円は和田小学校遊具設置工事でございます。 

 原材料費９５千円、備品購入費は４，８８４千円で、図書購入費と校舎器具費、負担金

補助及び交付金２，８４７千円は校外活動費補助など、積立金は大原俊樹蔵書基金利子積

立金でございます。 

 教育振興費は２，６８４千円、備品購入費１，２８７千円は教材・教具費、扶助費

１，３９７千円は準要保護児童等への就学援助費などでございます。 

 中学校費は６４，５４８千円でございます。学校管理費は６０，５７５千円、報酬

３，５１４千円は、医師報酬、薬剤師報酬とパートタイムの会計年度任用職員である町単

講師、部活動指導員、合わせて３名分の報酬、給料、職員手当等、共済費は、フルタイム

の会計年度任用職員である校務員と町単講師、中学校司書、合わせて４名分の人件費でご

ざいます。 

 １１６ページの報償費１６８千円、旅費１３１千円、需用費１３，６１２千円では、修

繕費にて各教室や体育館のカーテンを交換します。 

 役務費では英検検定料、委託料では、屋内運動場に係る外壁等改修工事の設計委託業務

と武道場への空調設備設置工事の設計委託業務を新たに計上、使用料及び賃借料８，０８５

千円は校務用コンピューターの借上料などでございます。 

 １１８ページの原材料費５０千円、備品購入費は２，０１３千円で、図書購入費と校舎

器具費、負担金補助及び交付金３，５３０千円は部活動への助成、そのほか近畿や全国大

会に出場する場合に備えての補助金を計上してございます。 

 教育振興費は３，９７３千円、備品購入費では、教科書改訂に伴う指導者用デジタル教

科書などの教材・教具費として２，７５４千円、扶助費１，２１９千円は就学援助費用で

ございます。 

 幼稚園費では５，３３０千円で、御坊幼稚園への私立幼稚園負担金でございます。 

 こども園費、ひまわりこども園費は２億３８，１６０千円でございます。 

 報酬は７，３１７千円、うち会計年度任用職員６，６６５千円は、パートタイムの保育

教諭５名分、給料、職員手当等、共済費では、正職員１３名分と保育教諭、保育補助員、

看護師、栄養士、給食調理員といったフルタイムの会計年度任用職員２２名分の人件費を

計上してございます。 

 １２０ページ、報償費１５３千円、旅費２１２千円、需用費２５，６０２千円、うち修

繕費では、園舎２階にある屋外ウッドデッキの改修費用や１歳児用トイレ便器の交換費用

など、役務費は３，１６０千円でございます。 

 委託料２，０２４千円は、通園バスの運行や英語教育に関する委託料など、使用料及び
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賃借料７１３千円は、職員用駐車場の借地料その他、１２２ページの備品購入費６９６千

円は、調理場で使用されているオゾン水生成機の更新費用などでございます。 

 負担金補助及び交付金８，１２４千円は、退職手当負担金や町文化協会への補助金など、

公課費４０千円は自動車重量税でございます。 

 社会教育費は５９，８２１千円でございます。社会教育総務費は２１，２８１千円、報

酬１４４千円は、社会教育委員の報酬、給料、職員手当等、共済費では、職員３名分の人

件費、報償費では、人権教育講演会や祝二十歳の集い、サマールームなどに要する経費と

して１，４２９千円を計上してございます。 

 公民館費は１８，５９４千円、中央公民館の会計年度任用職員１名分の人件費や公民館

講座・公民館コンサートに要する報償費３１５千円、松原地区公民館と中央公民館の管理

委託料として３，１８９千円、入山分館トイレの改修に係る設計委託業務２，３５４千円、

女性用トイレを新たに増築するとともに、現行トイレについてもリニューアルいたします。 

 備品購入費では、椅子の収納台車であるチェアポーターと車椅子、これらは中央公民館

に備えるもの、その他公民館事業の運営と各公民館の維持管理に要する経費を計上してご

ざいます。 

 文化振興費は２，８７９千円、文化財保護審議会委員の報酬として５０千円、１２６ペ

ージの調査協力者への謝礼３６千円と重機借上料８８千円は、埋蔵文化財の発掘調査に要

するもの、備品購入費は、文化展で使用する展示用パネル、負担金補助及び交付金では、

町文化協会への補助金のほか、御坊市及び日高郡６町埋蔵文化財保護行政事務協議会への

負担金７９０千円など、文化財の保護、文化の振興に要する経費を計上してございます。 

 図書館費は１７，０６７千円、図書館の会計年度任用職員、パートタイムが２名、フル

タイム１名の人件費のほか、自動ドアやエレベーターなど施設の修繕費として１，６２９

千円、図書館システムの保守料７２６千円、１２８ページでは、図書館システムリース料

１，５６６千円、図書、ＤＶＤの購入費用１，２３２千円など図書館の管理運営に要する

経費を計上してございます。 

 保健体育費は６６，４７５千円でございます。保健体育総務費は１，８７５千円、スポ

ーツ推進委員の報酬１３８千円や体育協会への大会運営委託料１，１００千円、町体育協

会への補助金４００千円、スポーツ全国大会出場補助金２００千円などを計上してござい

ます。 

 体育施設費は８，３４１千円、各種体育施設の光熱水費や修繕費、第１若もの広場や吉

原公園等の管理委託料など各施設の維持管理に要する経費に加え、体育センター外壁等改

修工事の設計委託業務４，３３８千円を計上してございます。 

 学校給食施設費は５６，２５９千円、栄養士１名分の人件費や需用費では賄材料費

３０，０６３千円、委託料では、学校給食校外調理業務１８，６６６千円など学校給食の

運営に要する経費を計上、子育て世帯負担軽減支援金は１，７９１千円でございます。 

 教育費の合計は６億７１，７８５千円、対前年度比１億９２０千円の増額で、歳出予算
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全体に占める割合は１４．３％でございます。 

 以上で、教育費の細部説明を終わります。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げ

ます。 

○議長（繁田拓治君） これから質疑を行います。２番、龍神議員。 

○２番（龍神初美君） ２番。１２８ページをお願いします。 

 教育費、保健体育費の１８番、負担金補助及び交付金のスポーツ全国大会出場補助金の

２００千円です。 

 この２００千円は、全国大会に出る人たちのどんなものに充てるんですか。この間は、

中学校費で旅費と宿泊費と聞きました。それと同じようなものですか。 

○議長（繁田拓治君） 教育課長。 

○教育課長（河合恭生君） その大会が行われるに当たるところの交通費と基本宿泊費を

補助させていただきたいと。 

 その大会について、ちょっと一つあれがございまして、やっぱり予選を勝ち抜いて開か

れていく全国大会というのを一つの条件にさせていただいているところでございます。 

○議長（繁田拓治君） ２番、龍神議員。 

○２番（龍神初美君） そしたら、この間も、学校の行事やさかい１００％というか、全

部補助ということを言われておりました。これもそのような感じですか。実績ということ

で。 

○議長（繁田拓治君） 教育課長。 

○教育課長（河合恭生君） ごめんなさい。すみません、宿泊代、宿泊に要する費用なん

ですけれども、交通費、これらを合わせまして、基本、和歌山を中心として近畿地方であ

れば、小学生は上限１０千円と設定させていただいています。中部地方や中国地方でいく

と１０千円が１５千円になる、関東、それから東北になりますと２０千円になる。九州、

沖縄、北海道では２０千円になるということで、それぞれ交通費もかかっていきますんで、

そういうところも考慮して、近畿で出場されるんであれば、宿泊費、交通費で費用として

１０千円まで、遠くなれば、極端な話、北海道でいくと２０千円。 

 逆に、小学生はそうなんですけど、中学生の方になりますと、やっぱり大人料金になっ

てくる可能性もあるんで、それが近畿の１０千円が２０千円になり、北海道の２０千円が

３０千円になるというような制度設計をさせていただいています。 

○議長（繁田拓治君） ２番、龍神議員。 

○２番（龍神初美君） 学校からだったら、学校からこいだけ要ったよというのを出すと

思うんですけれども、これって多分、外のいろんなスポーツクラブもあると思うんですけ

れども、これはほたそしたら申請というような形で出してもらって、これだったら条件を

言うて頂けるということでよろしいですか。 

○議長（繁田拓治君） 教育課長。 

○教育課長（河合恭生君） 基本、申請していただいて、実績報告も出していただいて、
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領収書をもってチェックさせていただく。それが個人競技で、個人さんで行かれる場合も

そうですし、団体の中の一人として行かれる場合も、その団体の旅費の中から人数割をし

てみたいなところをチェックさせていただいて、実績報告を打たせていただいているとい

うところでございます。 

○議長（繁田拓治君） ５番、山﨑議員。 

○５番（山﨑悦子君） ５番。すみません、単純な質問で申し訳ございませんが、各小学

校、中学校、こども園等々に医師をトータル１２名かな、いらっしゃるんですかね。これ

って延べですか、１２人の先生をお願いされているんですかということと、あと各小学校、

中学校、その学校教育関係で薬剤師先生はどういった役割をされているんでしょうか。 

○議長（繁田拓治君） 教育課長。 

○教育課長（河合恭生君） まず、小学校でございます。 

 松原小学校、学校医といたしまして、内科は森本先生、眼科は〆﨑先生、歯科は五木田

先生です。 

 和田小学校におきましては、内科が大原先生、眼科は〆﨑先生、歯科は木村先生でござ

います。 

 松原小学校の薬剤師ということで、出口様にお願いしているところ、和田は鈴木さんに

薬剤師はお願いしております。 

 中学校におきましては、内科の先生が大原先生、眼科は天津先生、歯科が野尻先生、そ

れから薬剤師は鈴木さんにお願いしているというような状況でございます。 

 すみません、ひまわりこども園は、内科が中井先生で、眼科が〆﨑先生、歯科が五木田

先生、それから、ひまわりさんの薬剤師さんは鈴木さんにお願いしているところでござい

ます。 

 基本的に、これらの先生に対しましては、経費のお話ですけれども、生徒数掛ける３００

円の診察数、生徒数掛ける３００円の総合管理料、それから一回学校へ来ていただいたら

１０千円という出向料等々の積み上げとして予算を計上させていただいているところでご

ざいます。 

 薬剤師の方につきましては、基本、出向料ということで、１０千円掛ける回数分という

ことで積算させていただいているところでございます。 

 こども園におきましても、診察数の単価は同様に３００円、総合管理料の単価も人数当

たりの単価も３００円、それから出向料も１回当たり１０千円というふうなことで設定さ

せていただいているところでございます。 

○議長（繁田拓治君） ５番、山﨑議員。 

○５番（山﨑悦子君） 懇切丁寧に教えていただきまして。そうじゃなくて、別に固有名

詞も要らなかったんですけれども、この１２名の方が、それぞれ校医として位置づけられ

ているんですねということで、ちょっと聞き方が悪かったんですけど。薬剤師先生は、ど

ういうふうなお役目をされるのかなと。コストとかは全く関係ないんですけれども、薬剤
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師の方は学校教育においてどういった役割をなさっているんですかということをお聞きし

たいんですが。 

○議長（繁田拓治君） 教育長。 

○教育長（塩﨑善彦君） 薬剤師のお仕事なんですけれども、主に教室の照度検査があり

ます。それから、水質検査、例えば塩素濃度の規定がありまして、それに対して十分満た

してあるか。夏場と冬場と違うと思うんですけれども、一応検査したときに十分な塩素濃

度が保たれてあるかとか、主にそういうふうな職務を担ってもらっています。子どもたち

の安全・安心に関わるという、そういうふうな役割なのかというふうに思います。 

 これがもし事故等起こりました場合も、また別のことをお願いすることになるかと思う

んですけれども、平常でいえば、そういうような仕事をしてもらっているということです。 

○議長（繁田拓治君） ４番、松下議員。 

○４番（松下太一君） ４番。委託料、入山公民館のトイレ改修ですね。これは男女分け

る工事にするわけですね。これはええことやと思うんですよ。あと、中央公民館はもうな

ってましたか。あと、松原地区館、浜ノ瀬とかあるんですけれども、特に松原の公民館な

んかは結構古いような気するんですよね。建て替えって、そういうわけはいかんねんけれ

ども、とにかくでもよく使っているイメージもあるんで、そこらを改修していく予定てい

うんかな、松原だけじゃなくて、ほかの公民館、もし予定があれば教えていただきたい。 

○議長（繁田拓治君） 教育課長。 

○教育課長（河合恭生君） お答えさせていただきます。 

 すみません、地区館も含めまして、特段、今のところ、ちょっと頭にはございませんで

した。これからやっていく、やっていかないかというのは、ちょっといろんな観点から考

えていかなければならないと思うんです。そうはいたしましてもですね、一度ちょっと私

自身ですね、それぞれの公民館の状況を見たいなというところでございます。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） １０番、鈴川議員。 

○１０番（鈴川基次君） 鈴川です。 

 １１０ページ、外国青年招致事業について、ちょっと確認ですけれども、教育長がもう

全協で発表してくれたかも分からんのですけれども、これは今回も前の人と同じようにＪ

ＥＴ会を通して承知したということで、その場合はこっちから希望を出せると、国とかね、

男女別とか。もしそういう希望を出しているんであれば、もう今は出せんのか分からんの

やけど、ちょっと前、希望を出せるということを聞いたことあるんで、希望を出していれ

ば、どういう人を希望しているか、国と男女別ね。 

 それと、２人制になっての体制ですね。だから、今まで５日あって、３日中学へ行って、

あとの２日は小学校へ行ったというようなことを聞いているんですけれども、もう２人制

になれば、１人は中学へ行って、あと１人は２つの小学校に行くと。そういう体制でいい

んかどうか。ほかにもいろいろ考えられていると思うんですけれども、今の時点でどのよ
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うに考えているんかということです。 

○議長（繁田拓治君） 教育長。 

○教育長（塩﨑善彦君） 鈴川議員のご質問にお答えいたします。 

 まず、対象というんですか、ＪＥＴを活用させていただく予定にしてございます。 

 それから、ＪＥＴを活用する場合ですけれども、鈴川議員おっしゃいましたように、希

望を出せるということで、一応、今までどおり、カナダの方、そして女性ということで、

今のところ申請しております。 

 それから、活用ですけれども、これは現時点でですけれども、中学校１名、小学校２名

という体制を考えてございます。その後ですけれども、またちょっと交流とか、そういう

こともあるかも分かりませんけれども、現時点でと言われましたら、そういうことを計画

している次第でございます。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） ありませんか。はい。 

 そしたら、最後に第１０款公債費から第３０款予備費について並びに給与費明細書、債

務負担行為に関する調書、地方債に関する調書について細部説明を求めます。 

 予算書の１３１ページから最後までです。総務課長。 

○総務課長（中村幸嗣君） 次に、１３１ページから最後までご説明申し上げます。 

 １３１ページの公債費は３億３７，９３９千円、対前年度比９，１７８千円の増額でご

ざいます。元金償還金は３億２４，９６８千円、利子償還金は１２，４６１千円、一時借

入金利子は５１０千円でございます。 

 歳出予算全体に占める割合は７．２％でございます。 

 予備費については５，０００千円、前年度と同額を計上してございます。 

 予備費の歳出予算全体に占める割合は０．１％でございます。 

 以上で、歳出予算の全てをご説明申し上げましたが、添付資料といたしまして、給与費

明細書、債務負担行為に関する調書、地方債残高に関する調書を添付してございます。 

 以上で、令和７年度美浜町一般会計予算について細部説明を終わります。よろしくご審

議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（繁田拓治君） これから質疑を行います。 

 ありませんか。 

○議員 「ありません」 

○議長（繁田拓治君） なかったら、最後に締めくくりの質疑を行います。 

 質疑漏れ等ございましたら、１人１回程度の質疑を行いたいと思います。９番、谷進介

議員。 

○９番（谷進介君） ９番。ここでは、毎度のことながら、この部分をお聞きしたいと思

います。 

 令和７年度普通会計経常収支の状況についてであります。 
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 率直に言って、初めて見るような大きな数字であります。その辺も、わざわざ私が申さ

なくても、理事者、つまり町長、財政当局におかれては、ご理解されていると思うので、

その中で、やはりどう考えても状況を改善としようとすれば、原因であるところの１番目、

２番目、３番目の対策を取れば、かなり効果があるていうのは、これはＰＤＣＡサイクル

の中のクオリティー・コントロール（ＱＣ）活動の中でのもうこれは確定された理論であ

りますが、その中で、やはりトップは人件費であります。で、補助費、物件費。物件費は、

見込額からいろいろ控除するものを引くと、かなりあれですので、ここよりもやはり人件

費と補助費。繰出金は、各特会とか一部組合への負担金とか、そういうものがあるので、

なかなかだと思いますが、美浜町独自で、町長並びに財政当局のほうでお考えというのを、

これをやはりこのままいかんともし難いということだけで放置するというか、１２０とい

うような数字でありますので、そのあたり今後の運営とかはどのように考えて、また、人

件費と補助費等ですか、このあたり、どのあたりを切り込んでいくべきとか、運営につい

てお考えをお聞きします。 

○議長（繁田拓治君） 総務課長。 

○総務課長（中村幸嗣君） この経常、一般の財源充当のところでの数字ということでご

ざいます。 

 おっしゃるように、人件費、物件費、補助費等、前年に比較しまして、いずれも増加と

いうことで、それぞれ、人件費につきましては、人事院勧告等の各種手当の増というのが

要因と。物件費につきましては、交付金事業もありますが、微増ではございますが、光熱

費と、また物価高騰による要因。それと、補助費については、中身を見れば、各種事務組

合の負担金等の増加というのも見えてございます。 

 それぞれいろいろな要因がありましてでございますが、この数字的には、あくまでも予

算上ということではございますが、これを実際、実施していきまして、結果、決算の時点

ではどうなるかという見方にはなるんですけれども、それぞれの分母となるほうの歳入に

ついて、まず歳入の確保が今後注視していくところであるかなとは思います。 

 また、歳出のほうにおきましても、事業実施におきまして、それぞれ十分精査した上で

の執行というのを心がけて、今後の予算執行に向けて措置していきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） 町長。 

○町長（籔内美和子君） 谷議員にお答えいたします。 

 総務課長も答えましたが、もちろん人件費、今回１億円ぐらい増加しておりますし、物

価高騰ということで資材等そういうのも含んで大きくなっております。 

 ４６億という数字ですけれども、令和６年度も最終５４億という形で、今後、私としま

したら、こういう金額で、やっぱり物価高騰も出てますし、いろんなことをしていこうと

思ったら、これぐらいの数字で推移していくんではないかというふうに考えているところ

です。ご理解いただきたいと思います。 
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 以上です。 

○議長（繁田拓治君） ３番、北村議員。 

○３番（北村龍二君） この令和７年度の当初予算、町がやらなあかんこと、町がやりた

いこと、あると思います。住民さんからも、やはり地区要望であったり、そういうのは出

てきていて、それは令和７年度に関しては何件で、どれぐらいの規模で住民さんの要望を

聞いているかというのはちょっと教えてほしいんですけどね。 

○議長（繁田拓治君） 総務課長。 

○総務課長（中村幸嗣君） 令和７年度の地区要望でございます。 

 まず、ご要望に関しましては、全地区から１３７件の要望がございます。多くのものと

しましては、道路関係、河川関係等が、その内容でございます。 

 予算に反映させていることとしては、まだ反映させているものとそうでないものという

のもありますので、これから対応として必要なものとしまして、各地区の要望に対しては

お応えしていきたいというふうに思ってございます。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） ２番、龍神議員。 

○２番（龍神初美君） ちょっと先ほど聞き忘れました。お願いいたします。 

 ８６ページです。農林水産業費の農業費の３番、農業振興費の１８番、負担金補助及び

交付金の野菜花き産地強化事業補助金の１０，５７０千円ですが、これは多分、私、先ほ

ども地方債のときに聞きました、８，９００千の過疎対策事業債を使っての野菜花き産地

強化事業補助金だと思います。ちょっと大きいものかなと思います。詳しく説明をお願い

いたします。 

○議長（繁田拓治君） 農林水産建設課長。 

○農林水産建設課長（大星好史君） お答えします。 

 今回、名称は変わりましたけれども、何年か継続してやってきている事業でございまし

て、和歌山県に採択された事業に対して、和歌山県が３分の１、美浜町は残りの２分の１、

結果的に３分の１近くの数字になるんですけれども、そういうふうな補助をしてきた。ま

た、町独自でですね県の採択事業にのらない部分について３分の１を補助してきたという

ようなことがございます。 

 今年度につきましてはですね、予算計上のとおり、１０，５７０千円ですか、こういう

ふうな計上をさせていただいているというようなところの内訳ですけれども、大きいとこ

ろでいうと、龍神議員は総務産業建設常任委員会の委員長でも以前ございました。そこで、

要望なんかを受けていると思いますけれども、大きいものにつきましては、ＪＡ紀州のキ

ュウリの選果機というのがございます。これは対象金額が２２，８００千円に対して、当

町の予算、県もそうですけれども、７，６００千計上しております。本日、多分和歌山県

議会のほうが閉会されると思いますんで、そこで採択されればですね、この補助金を活用

していただけるというようなことになります。 
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 あと、全部で何件かあるんですけれども、金額的に、もう残りはそんなにあれになりま

すんで、大きいものについてはこういうことでございます。 

○議長（繁田拓治君） ６番、碓井議員。 

○６番（碓井啓介君） ８０ページなんですけれども、１２番の委託料の中で、火葬業務

の委託料、これは７００千ぐらい去年より上がっているんですけれども、理由。それと、

近隣の市町での委託料、もし分かれば、どの程度なのかというのを教えていただければと

思います。 

○議長（繁田拓治君） 住民課長。 

○住民課長（中西幸生君） お答えします。 

 火葬業務につきましては、今現在、業務されております業者さんにつきましては、本年

の３月末をもって廃業されるということになりました。 

 そういうことで、今度、新たな業者として、我々いろいろ探したところ、その業者さん

から、今の状態の業務、要するに火葬業務、それと霊柩車業務、それと事務や庶務も含め

ての業務を遂行するための見積り費用をいただいた金額が、この４，２２４千円になりま

す。 

 それで、周辺の市町、御坊市は直営でやってますんであれですけれども、日高町、印南

町、由良町というのは同じ業者でやっています。去年の予算書等を見せてもらいましたら、

大体６，０００千円から７，０００千円ぐらいの間で年間契約している。それと霊柩車業

務についてもやっているところは別途１，０００千円ほどのお金が要っているというよう

な状況であります。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） １０番、鈴川議員。 

○１０番（鈴川基次君） 昨日かな、おとついの補正で、今回、財調に５億３０，０００

千、教育施設整備事業に３億円、それぞれ積んだということで、教育施設のほうは合わせ

て１０億になったと思います。今まで年間１億ずつという最初の契約だったんですけれど

も、早くも、さっき言うたように、ふるさと納税が調子よかったということもあって、も

う１０億に達しています。 

 そういう中で、この間の一般質問の中で、私もさせてもうて、谷議員もされたんですけ

れども、小学校の統合ちゅうことが、もう大分機運に乗ったなと思います。 

 そういう中で、今年、来年、検討委員会をつくって、そして基礎的なこと、基礎構想を

出したいという中で、その時期についても、教育長も、やはりだらだらじゃなくて、きち

っと時期を決めたほうが順調にいくんじゃないかという答弁もしていました。教育長とし

ては具体的に数字も挙げてたんですけれども、そういう中で、町長として統合の時期につ

いてどのように考えておられるのか。あくまで私見でもいいですし、目標としてどのよう

に考えているのか。もしお聞きできればと思います。 

○議長（繁田拓治君） 町長。 
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○町長（籔内美和子君） 鈴川議員にお答えいたします。 

 谷議員の一般質問でもお答えいたしましたが、３年以内にやれればというふうにも思っ

ておりますので、教育長ともそういう協議をしながらですけれども、できなかったら申し

訳ないというふうにも申し上げましたが、３年以内で進めていけたらというふうには考え

てございます。 

○議長（繁田拓治君） ８番、古山議員。 

○８番（古山経生君） 北村議員と同じあれになるんですけれども、ちょっと今、分かり

にくかったのが、地区要望で１３４件地区要望が来ていると言っていたんで、お答えくだ

さったんですけれども、その答えがちょっと分からなかったんです。１３４件中、何件受

け取ったんですか。 

○議長（繁田拓治君） 総務課長。 

○総務課長（中村幸嗣君） １３７件というふうにお答えさせていただきました。そのう

ち何件かということの集約は、まだちょっとしてございません。また最終的には取りまと

めするんですが、今現在では、まだその件数の集約はしてございません。 

 以上です。 

○議長（繁田拓治君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。５番、山﨑議員。 

○５番（山﨑悦子君） 先ほど質問させていただきました。地方創生に関する質問をさせ

ていただきまして、私自身が考える地方創生、もしくは住民の皆さんが考える地方創生と、

町長さん、もしくは担当の方がおっしゃいました関係人口の創出というあたりのギャップ

があるように思いますので、私自身がこれに対して、ほかの予算に関しては別に何も思い

ませんが、このことに関してだけ、私は賛成しかねるということの意見を申し上げたいと

思います。 

○議長（繁田拓治君） ９番、谷進介議員。 

○９番（谷進介君） 私は、この令和７年度美浜町一般会計予算案に関して賛成の討論を

いたします。 

 まず、私も、私もじゃないですね、この審議、質疑の中で、予算とは総計予算の原則で

あるとか、そのあたり、いろいろ、るる申し上げましたが、町の理事者側、当局は真摯な

態度で今後も進んでいってくれるようなご答弁もいただきました。 

 また、この本予算の中には４月１日より重々必要である経常経費につきましても、まず

例年どおり、また住民の安心・安全のための防災に関連する予算も、また、今ありました

が、地区要望からの予算も、かなり反映されているやに私は感じておりますので、この本

予算に関しては反対をせずとも賛成をして成立をさせたいと思います。議員諸兄のご協力

をよろしくお願い申し上げます。 

○議長（繁田拓治君） これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は起立によって行います。 
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 本件、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

○議員 （起立多数） 

○議長（繁田拓治君） 起立多数です。したがって、議案第１３号 令和７年度美浜町一

般会計予算については、原案のとおり可決されました。 

 以上で、本日の日程は全部終了しました。 

 本日はこれで散会します。 

午後四時〇一分散会 

 再開は明日１９日午前９時です。 

 


